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本市は、昭和62年度も、文化財保護行政に積極的に取り組んでまい

りました。埋蔵文化財関係では、緊急発掘調査を始め、出土品の展示

会や現地説明会の開催や刊行物の出版などの普及啓発事業を実施しま

した。

文化財は、これからの文化の向上に欠くことのできないものです。

文化財を活用することにより、私たちの歴史や文化を正しく理解する

ことができます。そして、保護することによって、祖先から残されて

きた大切な文化財を、後世に伝えることが必要であると思われます。

本書は昭和62年度における埋蔵文化財発掘調査の概要を記したもの

です。市内各地に残された私達の祖先の足跡をたどることにより、神

戸の歴史を知っていただき、文化財に対する御理解を賜りますようお

願いいたします。

最後になりましたが、事業の実施にあたり、御協力を賜 りました関

係各位に対し、深く感謝をいたします。

平成 2年 3月

神戸市教育長 福 尾 重 信
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普及啓発

事  業

I.昭 和 62年度事業概要

史跡五色塚古墳の公開

史跡五色塚古墳 (垂水区五色山 4丁 目)は、復元整備された前方後円

墳として、年間を通じ、無料公開している。昭和62年度の見学者数は、

小 。中学校等の団体24,151名 、個人23,583名、合計47,734名であった。

文化財保護強調月間の催し

「大歳山遺跡公園内復元住居一般公開」

大歳山遺跡公園 (垂水区西舞子 4丁 目)では、11月 1日 から11月 7日

まで、復元竪穴住居の内部を公開するとともに、古代の道具を使用して、

火おこし、機織、稲穂の刈り取 りなどの古代人の生活を、実際に見学者

が体験できる催しを行った。

「地下に眠る神戸の歴史展 V」

例年、11月 1日 から11月 30日 までは、市内出上の発掘資料を広く市民

の方々に知っていただくために、市立旧考古館において特別展示を行っ

ている。五回目を迎えた今回は、近年の調査成果の展示とともに、「歴

史を探る科学の力」と題して、自然科学の力による遺物の保存処理や分

析の実例を展示した。

「垂水の古墳展」

五色塚古墳展示室において、垂水区内の古墳からの出土品を中心とし

た展示会を開催した。

地域活動への参加

公民館等の施設において下記の通 り、展示会を開催した。

展示会名           開催場所

雲井遺跡展 (2回開催)    サンパル古書のまち

雲井遺跡展          葺合公民館

玉津町出土遺物展       玉津南公民館

長尾町埋蔵文化財展      長尾町公民館

湊山小学校出土遺物展     湊山小学校

現地説明会の開催

発掘調査成果を市民の方々に広 く公開するために、 7ヵ 所の追跡にお

いて現地説明会を開催し、多くの見学者の参加を得た。

遺 跡 名 開催年月日

郡家遺跡 (城の前地区第24次) 昭和62年 5月 30日

雲井遺跡
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戎町遺跡           昭和62年 9月 6日

西神第10・ 11地点        昭和62年 10月 18日

天王山古墳群 5。 6号墳   昭和63年 1月 15日

上小名田遺跡        昭和63年 1月 24日

生田遺跡           昭和63年 1月 31日

刊行物

昭和62年度の埋蔵文化財関係の刊行物は以下の 5点である。

書   名           頒 価
昭和60年度神戸市埋蔵文化財年報    2,000円

昭和62年度現地説明会資料       500円
繁田古窯址発掘調査報告       1,700円
神戸市文化財分布図  (改定版)   1,500円
地下に眠る神戸の歴史展 V      100円

2.文 化 財  当市における今年度の埋蔵文化財調査件数は85件を数え、近年の調査
調 査 事 業 件数の増加傾向に変化は見られない。

また、開発計画の際に提出される遺跡分布調査依頼件数459件、それ

に基づく試掘調査件数 191件 と、急増している。

これらを地域別に見ると、市街地での試掘調査件数が大半を占めてお

り、そのほとんどが住宅建設に伴う調査である。

昭和62年度埋蔵文化財試掘調査件数

地区     件数     備考
市街地東部   84     東灘区、灘区、中央区
市街地西部   42     兵庫区、長田区、須磨区、垂水区
西   区   43
】ヒ      睡ζ       22

合   計   191
緊急発掘調査件数は、市街地40件、西区33件、北区12件の合計85件を

数える。このうち兵庫県教育委員会および民間の遺跡調査会の行った12

件以外は、当教育委員会が調査を実施した。

発掘調査の事業別件数は、民間事業32作、公共事業37件で、公共事業

が約 5割を占める。公共事業のうち、回場整備事業 。道路建設事業等の

原因が多くを占めている。民間事業の場合は、そのほとんどが市街地に

おけるマンション建設や店舗等の工事が調査原因となっている。

これらのうち、開発側の協力を得て一部現状保存となったものは5件

であり、その他は記録保存となった。
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上記の緊急発掘調査に要した経費は、 5億5271万円であった。

保存処理   先年度より業務を開始した保存処理業務により、今年度は17現場にお

いて遺構や遺物の取り上げ、保存に活用された。

3.市内遺跡   雲井追跡では縄文時代前期前半の炉址 4基をはじめ、縄文早期から晩
の概要  期に至る土器が出土した。縄文時代の追跡が少ない市内では、縄文時代

の生活を知るうえで重要な発見となった。

戎町遺跡で検出された弥生時代前期後半以前の水田址は、近畿地方で

最古に位置づけられるものである。又、弥生時代前期後半の河道からは、

円形杭列や農具等の多数の木製品が出上した。

長田神社境内遺跡では、弥生時代後期後半から古墳時代初頭の六角形

の大型住居址を検出した。六角形の住居址は市内初の発見である。

池上回ノ池遺跡では、今回の調査で検出された 3基の住居址を含めて

台地上の住居址のほとんどが火災にあっていることが半J明 した。

郡家遺跡では、 L字形に折れ曲がる竃の煙道をもつ古墳時代後期の 2

棟の竪穴住居が検出された。

生田遺跡では、規則的に並ぶ掘立柱建物群が検出され、豪族の居館の

一部である可能性が考えられる。

白水瓢塚古墳では、墳丘の裾と中段の埴輪列が検出され、古墳の規模

が明らかになった。又、古墳の周囲から円筒埴輪棺が 2基検出された。

天王山古墳群 5号墳の調査では、 3基の害」竹形木棺と1基の組合式石

棺が検出された。その内、割竹形木棺の中央棺と組合式石構は、県下で

も最大級のものである。

宅原遺跡の豊浦地区では、奈良時代の濤より「五十戸匠」と墨書され

た須恵器が発見された。又、鎌倉時代の井戸からは、墨書土器や木簡をは

じめ、祭祀に使用されたと考えられる多数の上器や木製品が検出された。

上小名田遺跡では、平安時代の自然河道や掘立柱建物群が検出され、

この地域の中心的な集落であったと推定された。

万堡池 1号窯は、坑や界の生産の多い神出古窯llL群において、主に甕

を生産する大型の窯であり、最古の窯であることが半J明 した。

西神第10地点では、集石墓が34基、蔵骨器が 3基検出され、市内最大

の規模をもつ集石墓群であることが判明した。

4.その他   新修神戸市史編纂への協力

市史編纂室より委託を受けて、昭和58年度より開始された「新修神戸

市史 原始・古代編」の編纂を、今年度も引き続き、遺物の図化、本文
の作成等を行った。
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昭和62年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表

番

号 遺  跡  名 所 在 地 調 査 主 体 調査面積

西 神 第 6地 点 遺 跡 西区押都谷養田 神戸市教育委員会 150ド

1-b 西 神 第 7地 点 遺 跡 西区押部谷養田 神戸市教育委員会 2400112

1-c 西 神 第 10地 点 遺 跡 西区押部谷養田 神戸市教育委員会 1300n12

1-d 西 神 第 11地 点 遺 跡 西区押部谷養田 神戸市教育委員会 1200nイ

1-e 西 神 第 35地 点 遺 跡 西区平野町繁田 神戸市教育委員会 100nド

l― f 西 神 第 38地 点 遺 跡 西区平野町繁田 41戸 市教育委員会 1500nギ

西 神 第 40地 点 遺 跡 西区平野町繁田 神戸市教育委員会 200nΥ

l―h 西 神 第 61地 点 遺 跡 西区平野町向井 神戸市教育委員会 1500コド

西 神 第 65地 点 遺 跡 西区樫野台 神戸市教育委員会

lj 西 神 第 87地 点 遺 跡 西区平野町繁田 神戸市教育委員会 100詢ド

西 神 向 井 ダ ム 地 区 西区平野町向井 神戸市教育委員会

ユー1 菅 野 谷 地 区 西区櫨谷町菅野 神戸市教育委員会 100Dド

2-a 出 還 跡 西区神出町東・南 神戸市教育委員会 1600n12

神 出 万 堡 池 窯 跡 西区神出町小束野 神戸市教育委員会 100nギ

3 押
立
ロ 迪逗 跡 西区押部谷町 神戸市教育委員会 1500412

4 栃 木 遺 跡 西区櫨谷町谷口字真谷 神戸市教育委員会 595nギ

5 鍋 谷 池 遺 跡 西区平野町黒田 神戸市スポーツ教育公社 2000nf

6-a 出 合 遺 跡 第 2次 西区平野町中津 神戸市教育委員会 2810nド

6-b 出 合 遺 跡 第 3次 西区平野町中津 神戸市教育委員会 410n12

7 上 池 ▼逗 跡 西区玉津町上池 神戸市教育委員会 3551a12

8 新 方 注逗 跡 西区玉津町高津橋宇高ナギ 神戸市教育委員会 230nf

9 頭 一局 山 立還 跡 西区学園西町 神戸市教育委員会 700nf

太 山 寺 運 跡 西区伊,II谷町前開 神戸市教育委員会 300011i

長 坂 二違 跡 西区伊川谷町長坂 神戸市教育委員会 5901Yi

池 上 回 ノ 池 遺 跡 西区伊川谷町長坂 神戸市教育委員会 1190nf
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容 備 考

62. 9. 8-‐ 62.10. 5 口野 博史 確認調査、弥生土器

62. 7.22々-62.10.13 口野 博史 弥生土坑、中世土坑 現地説明会10/13

62. 6.25-62, 9. 7 口野 博史 集石墓、古墳 現地説明会10/13

62  6 25-62. 9, 7 口野 博史 古墳

62.10.12々ヤ62.10.30 口野 博史 土坑・ピット 保存

4. 1´-62. 5。 13 口野 博史 木棺墓、中世墓

62.10.20´ -62.10 23 口野 博史 墳丘墓復元作業 保存

62. 5.15´ -62. 6.24 口野 博 史 古墳、中世溝、火葬墓

62.10 1´ -62.12.25 口野 博史 立会 保存

62.10.12-62.10 30 口野 博史 墳丘裾確認調査 保存

62. 6.1-62. 6.24 口野 博史 確認調査

63  2  9-63. 2.18 口野 博史 確認調査

62. 5. 7-62. 7. 4
63. 2.18々マ63. 2.26

西岡 誠司 平安時代の溝・土坑、鎌倉時代窯跡・粘土採掘坑・溝・ピット

63  2.15´ -63. 2 26 丹治 康明 平安時代後期窯跡 1・ 灰層

62.11. 2々▼63. 1.14
史

久

博

佳

野

田

口

一則

中世遺物包含層、古墳時代土坑・竪穴住居 古墳時代溝、
中世溝、弥生時代竪穴住居

62.11.24-62.12.26 前 田 佳久
弥生時代中期後半の遺構 弥生時代中期～後期の包含層、
中世の土坑

62.11. 9´ヤ63. 2.18 黒田 恭正 弥生時代中期後半の焼土坑

62. 5。 26´-62. 9  1 西岡 巧次 弥生時代後期の周溝状遺構、中世ピット

62.10  5´ -62.11. 6 谷  工俊 弥生時代後期溝

62. 4. 9´ヤ62. 5.21 前田 佳久 平安時代後期溝、鎌倉時代河道

62. 4, 7々ヤ62. 5.19 菅本 宏明 弥生時代中期竪穴住居、平安時代
～鎌倉時代水田跡・溝・

ピット

62.10.21´ -62.10.30

63. 1  2々 マ63. 2. 8
口野 博史 確認調査、弥生土器、土坑・ピット、中世土坑 保存

62. 9.21-63. 3.19 前田 佳 久
室町時代瓦溜・建物跡・列石遺構、江戸時代水溜遺構、室

町時代土坑墓 7・ 柱穴・溝

62  9。 24´-62.11.17 西 岡 巧次
平安時代包含層・土坑・溝、弥生時代末期～古墳時代前期
の溝、住居

62. 4.15´ -62. 6.12 安田  滋 弥生時代末期竪穴住居
3・ 溝・土坑・ピット、古墳時代後

期木棺墓
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昭和62年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表

番

号
遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査面積

天 王 山 古 墳 群 西区伊川谷町北別府 5丁 目 神戸市教育委員会 1500nド

白 水 瓢 塚 古 墳 西区伊川谷町潤和字シンド山地 神戸市教育委員会 750ポ

15 五 色 塚 古 墳 垂水区五色山 3丁 目 神戸市教育委員会 30nギ

戎 町 遺 跡 第 1次 須磨区戎町 3丁 目 神戸市教育委員会 400n汗 4F可

戎 町 遺 跡 第 2次 須磨区大田町 2丁 目 神戸市教育委員会 63m2

17 長 田 神 社 境 内 遺 跡 長田区長田町 1・ 2丁 目 神戸市スポーツ教育公社 3600nド

生 田 遺 跡 中央区下山手通 神戸市教育委員会 1700コF

井 還 跡 中央区雲井通 6丁 目 神戸市教育委員会 4200112

伯 母 野 山 遺 跡 灘区篠原伯母野山 2丁 目 神戸市教育委員会 250nギ

篠 原 還 跡 灘区篠原本町 4丁 目 神戸市教育委員会 440ギ

郡 家 城 の 前 第 24次 東灘区御影町郡家字城の前 神戸市教育委員会 600m2

22b 郡 家 城 の 前 第 25次 東灘区御影町郡家字城の前 神戸市教育委員会 700m2

22c 郡 家 城 の 前 第 26次 東灘区御影町郡家字城の前 神戸市教育委員会 150ド

22d 郡 家 城 の 前 第 27次 東灘区御影町郡家字城の前 神戸市教育委員会 420コF

22e 郡 家 城 の 前 第 28次 東灘区御影町郡家字城の前 神戸市教育委員会 240コギ

郡 家 大 蔵 第 2次 東灘区御影町郡家字大蔵 神戸市教育委員会 840m2

郡 家 大 蔵 第 3次 東灘区御影町郡家字大蔵 神戸市教育委員会 320nギ

郡 家 下 山 田 第 2次 東灘区御影町郡家字下山田 神戸市教育委員会 60nギ

郡 家 下 山 田 第 3次 東灘区御影町郡家字下山田 榊戸市教育委員会 500412

22J 郡 家 地 蔵 元 第 3次 東灘区御影町郡家字地蔵元 神戸市教育委員会 700m2

郡 家 岸 本 第 2次 東灘区御影町御影字岸本 神戸市教育委員会 60nギ

森 北 町 遺 跡 第 2次 東灘区森北町 神戸市教育委員会 50コギ

23b 森 北 町 遺 跡 第 3次 東灘区森北町 神戸市教育委員会 24ポ

23c 森 北 町 遺 跡 第 4次 東灘区森北町 神戸市教育委員会 100nf

本 山 遺 跡 第 1次 東灘区本山中町 神戸市教育委員会 470コF
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容 備 考

62. 9.22々ヤ63. 2. 3
宏

浩

藤
種
須

千
古墳時代前期の方形墳、後期の方形墳、中世整形遺構

62. 9.28-62 12 3 山本 雅和
全長62mの柄鏡形の前方後円墳。中段と裾に埴輪列、埴輪
円筒構2基

62. 7. 6-62. 前田 佳久 五色塚古墳の外堤周溝、埴輪、土師器片が出土 保存

62. 6. 9´ヤ62. 9. 5 山本 雅和
弥生時代前期水田・前期後半河道、中期竪穴住居、後期土

坑
現地説明会9/6

62. 8.13々マ62. 8.29 山口 英正 弥生時代土坑・溝

4. 1´ヤ62.10.3ユ 黒田 恭正 鎌倉時代柱穴
・井戸 (呪符木簡)、 縄文・弥生土器、壷棺墓、

銅鏃、中世木棺墓

62.12. 5-63. 2.18 丸山  潔 古墳時代竪穴住居・掘立柱建物 現地説明会 1/3ユ

62  6. 2々-63. 2. 9 丹治 康明 縄文前期炉跡 4・ 石組遺構 1、 弥生中期末周溝墓 現地説明会8/30

62. 4. 9´ -62. 4.27 西岡 誠司 弥生時代中期～後期の遺物包含層

62. 5.28-62, 7.23 菅本 宏明 弥生時代後期竪穴住居 1・ 土坑 7、 石材採掘坑

62. 4. 8-62. 6.13 丸山  潔 鎌倉時代掘
立柱建物、古墳時代竪穴住居・掘立柱建物、弥

生時代集石墓
現地説明会5/30

62  4.13々-62. 6. 6 西岡 誠司 弥生時代後期・古墳時代の土坑、ピット

62. 6.22々-62. 7.28 西 岡 誠司 古墳時代中期の竪穴住居・ピット

62. 7.29´-62. 9。 10 西 岡 誠司 中世の上坑・ピット

62 11.16々 マ62.11.19 西 岡 誠司 文化財なし

62. 6.16々-62. 7.22 丸山  潔 平安時代掘立柱建物、弥生時代流路

62, 7.21´-62, 9.16 前 田 佳久 平安時代柱穴、弥生時代住居・土器溜

62. 4. 24-62. 4.10 安田  滋 平安時代掘立柱建物

62. 4.14-62. 4.30 西岡 巧次 弥生時代遺物包含層

62  9,11´ヤ62.10。 19 西岡 誠司 古墳時代後期竪穴住居・溝・土坑・ピット

62. 8.24々ヤ62. 須藤  宏 弥生時代後期竪穴住居

62  4. 7-62. 4. 9
司

和

誠

雅

岡

本

西

山
弥生時代ピット・溝

62 10. 1´ ヤ62.10  3 丸山  潔 鎌倉時代ピット

63. 2.15-63  3.11 富山 直人 弥生時代末期自然河道、古墳時代前期竪穴住居

62  8  7-62. 9. 7 丸山  潔 室町時代井戸・建物・溝



昭和62年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表

番

号
逆逗 跡 名 所  在  地 調 査 主 体 調査面積

本 山 遺 跡 第 2次 東灘区本山中町 神戸市教育委員会 1500nヤ

本 山 遺 跡 第 3次 東灘区本山中町 神戸市教育委員会 1501112

北神 N.T第 2.3地 点 北区道場町日下部長尾町上津 神戸市教育委員会 50ド

原 野 運 跡 北区山田町原野 神戸市教育委員会 600nド

歳 社 北区大沢町市原 神戸市教育委員会 50n32

宅 原 遺 跡 豊 浦 地 区 北区長尾町宅原 神戸市教育委員会 2,200コド

宅 原 遺 跡 宮 ノ 元 地 区 北区長尾町宅原 神戸市教育委員会 2,400珀ド

西 豊 浦 地 区 北区長尾町上津・宅原 神戸市教育委員会 1550n12

定 塚 1号 墳 北区長尾町宅原字内垣・宅原定塚 神戸市教育委員会 150♂

遺 跡 北区道場町塩田 神戸市教育委員会 500nド

下 小 名 田 遺 跡 北区八多町下小名田 神戸市教育委員会 340nヤ

上 小 名 田 遺 跡 北区八多町上小名田 神戸市スポーツ教育公社 3840nギ

法 仙 坊 遺 跡 北区八多町上小名田 神戸市教育委員会 500nギ

西 盛 南 退 跡 西区押部谷町西盛 神戸市教育委員会 698nギ

栄・ 木 幡 遺 跡 西区押部谷町栄・木幡 神戸市教育委員会 212m2

繁 田 遺 跡 西区平野町繁田 神戸市教育委員会 120m2

王 塚 台 遺 跡 西区玉津町王塚台 7丁 目 神戸市教育委員会 40Юド

日可 池 迪逗 跡 西区枝吉 2丁 目 神戸市教育委員会 40nF

舞 子 毘 沙 門 遺 跡 垂水区舞子坂 3丁 目 神戸市教育委員会 200nヤ

垂 水 日 向 遺 跡 垂水区日向 1丁 目 神戸市教育委員会 1500nF

滝 の 奥 遺 跡 灘区高羽字滝の奥 神戸市教育委員会 100n12

住 吉 宮 町 遺 跡 第 5次 東灘区住吉宮町 神戸市教育委員会 30コド

深 江 北 町 遺 跡 東灘区深江北町 神戸市教育委員会 50ポ

44a 神戸大学付属病院内遺跡第6次 中央区楠町 7丁 目 兵庫県教育委員会 880コド

神戸大学付属病院内追跡第7次 中央区楠町 7丁 目 兵庫県教育委員会 323m2
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容 備 考

62.10. 8-62 11. 9 丸山  潔 弥生時代土坑、古墳時代流路・土坑

62.10.21-62.11.10 西 岡 誠司 鎌倉時代溝

62. 4.13-62. 4.29 西 岡 誠司 古墳時代後期の前方後円墳 。円墳、鎌倉時代の上坑墓

62. 4.13-62  6. 9 谷  工俊 中世土坑・溝

62. 9.14-62. 9.17 須藤  宏 本殿建立のさいの整地跡

62. 6. 8々-62 12.29
逹檄
正英

田

口

安

山
奈良時代溝、平安～鎌倉時代掘立柱建物・井戸・木棺墓・

呪符木簡
文化財展11/1～ 3

62. 6. 8-62 12.29
滋

正英
田

口

安

山
古墳時代竪穴住居、平安時代掘立柱建物、中世木棺墓 文化財展11/1～ 3

62. 7. 9´-62. 9.22 谷  工俊 平安～中世のピット・橋梁状遺構

62. 9. 4々ヤ62. 9。 16 西 岡 巧次 墳丘断ち割り調査、土器棺墓

62. 4.23´-62. 4.29 須藤  宏 中世遺物包含層・井戸

62. 4.13´ -62. 5.26 谷  工俊 古墳時代
～平安時代遺物包含層、時代不明のピット・溝状

遺構

62. 4.20-63. 2. 8 菅本 宏明 平安時代掘
立柱建物 9・ 土坑・滞・自然河道、平安時代前

半～鎌倉時代前半の河道
現地説明会1/24

62. 8. 3々ヤ62. 8.21 須藤  宏 時期不明の上塁状遺構

62.11.13-62.11.18 西岡 誠司 平安時代後半～鎌倉時代土坑

62.12  4

62.11 30´-62.12. 3
西岡 誠司 文化財なし

63. 1.13々 -63. 1.27 山口 英正 古墳時代～中世遺物包含層、遺構なし

62. 6. 1´ -62. 6. 2 谷  正俊 平安時代～鎌倉時代の遺物包含層

62. 7. 6-62  7.22 須藤  宏 中世・弥生遺物包含層、時代不明の溝

3. 7´ヤ63. 須藤  宏 方形の落ち込み・ピット、弥生土器

63. 3. 3かヤ63. 3.11 谷  正俊 古墳時代遺物包含層、平安時代柱穴、中世河道

63. 3  3-63. 3. 9 口野 博史 弥生時代遺物包含層

62 12. 8々ヤ62.12.15 西 岡 誠司 鎌倉時代ピット

62. 6.23-62. 6.30 前田 佳久 落ち込みピット、古墳時代 。中世遺物

62, 7.22´ -62  8 30
雄
治
正
賢

崎

上

岡
村

弥生～近世土坑

62.10.12々ヤ62.10.16
雄

治

正

賢

崎

上

岡

村
鎌倉～室町時代柱穴・溝、近世水田
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昭和62年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表

番

号 追  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査面積

ハ ー バ ー ラ ン ド遺 跡 中央区東川崎町 1丁目 兵庫県教育委員会 550珀¥

泉 通 遺 跡 灘区泉通 2丁 目。1丁目 兵庫県教育委員会 100nギ

47a 住 吉 宮 町 遺 跡 東灘区住吉本町 1丁 目 兵庫県教育委員会 2,900m2

住 吉 宮 町 遺 跡 東灘区住吉宮町 6丁 目 兵庫県教育委員会 90nギ

神 出 遺 跡 西区神出町東・南 妙見山麓遺跡調査会 1,162nヤ

三 番 町 遺 跡 長田区三番町 妙見山麓遺跡調査会 1,412m2

者Ь 賀 遺 跡 灘区神前町 妙見山麓遺跡調査会 120コド

森 北 町 遺 跡 東灘区森北町 藤 井 直 正 552ド

森 北 町 遺 跡 東灘区森北町 瀬戸内考古学研究所 1,327コド

上 小 名 田 遺 跡 北区八多町上小名田 藤  井  利  章 6.500m2

宅 原 遺 跡 北区長尾町 妙見山麓遺跡調査会 1,200m2

郡 家 遺 跡 東灘区御影町 妙見山麓遺跡調査会 2,576m2
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容 備   考

62, 7.13´-62. 7.23 渡
辺
山上

昇

雅砥
古墳時代溝 。土坑

62.11.11´-62.11.13 西 口 圭介 鎌倉時代井戸、中世～近世水田・溝・柱穴・石列

62. 4. 8-62. 5。 29
昇
嘉一

辺
瀬
渡
高

古墳 9基、平安時代後期～鎌倉時代掘立柱建物・焼土坑

62. 7.15´-62, 7.23
茂
淳

平

田

大
藤

弥生時代末方形周溝墓・水日、古墳時代前期住居・墓

62. 9。 10-63.12.28 山中  進 平安～鎌倉時代窯 。粘土採掘坑

62. 5.20´-62. 9. 9 山中  進 古墳時代住居
。土坑 。大溝・銅鏡、鎌倉・室町時代水田、

水路、足跡

2. 5-63. 3.31 山中  進 弥生時代方形周溝墓・土坑、鎌倉時代土坑

62. 8. 5´ -62.12.17 藤井 直正 弥生時代・古墳時代流路

63. 2.17´ヤ63. 6.20 鎌木 義昌 弥生時代流路

63. 1.15´日63.12.10 藤井 利章 平安時代掘立柱建物

4. 1´-63. 山中  進 奈良時代大溝・墨書土器、中世井戸・溝・呪符木簡

63. 3. 1´ -63.10.31 山中  進 古墳時代住居、近世石敷遺構

―■―



昭和62年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別)

番

号
事 業 名 Ｈ遅 跡 名 所 在 地 調 査 主 体

1 ニ ュ ー タ ウ ン 建 設 西神ニュータウン内追跡 西区押部谷町・平野町・学園西町 神 戸 市 教 育 委 員 会

2 ニ ュ ー タ ウ ン 建 設 西神ニュータウン内遺跡 北区長尾町宅原・上津
.道場町 神 戸 市 教 育 委 員 会

3 道 路 建 設 出 遣 跡 西区平野町 神 戸 市 教 育 委 員 会

4 道 路 建 設 原 野 運 跡 北区山田町 神 戸 市 教 育 委 員 会

5 道 路 建 罰
藤 定 塚 1号 墳 北区長尾町 神 戸 市 教 育 委 員 会

6 道 路 建 設 下 小 名 田 遺 跡 北区人多町 神 戸 市 教 育 委 員 会

7 道 路 建 設 上 小 名 田 遺 跡 北区八多町 神戸市スポーツ教育公社

8 都 市 再 開 発 事 業 垂 水 日 向 遺 跡 垂水区日向 神 戸 市 教 育 委 員 会

9 都 市 再 開 発 事 業 長 田 神 社 境 内 遺 跡 長田区長田町 神戸市スポーツ教育公社

都 市 再 開 発 事 業 井 逗 跡 中央区雲井通 神 戸 市 教 育 委 員 会

lユ 区 画 整 理 事 業 郡家遺跡城の前第26・ 27次 東灘区御影町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住宅建設 (文化庁補助) 篠 原 遺 跡 灘区篠原本町 神 戸 市 教 育 委 員 会

墓 園 建 設 事 業 鍋 谷 池 遺 跡 西区平野町 神戸市スポーツ教育公社

宅地造成予定 (文化庁補助) 白 水 瓢 塚 古 墳 西区伊川谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (文化庁補助) 西 盛 南 遺 跡 西区押部谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

園場整備事業 (文化庁補助) 押
立
ロ 遺 跡 西区押部谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

固場整備事業 (文化庁補助) 栄 。 木 幡 遺 跡 西区押部谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (文化庁補助) 栃 木 逗 跡 西区櫨谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

固場整備事業 (文化庁補助) 繁 田 遣 跡 西区平野町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (文化庁補助) 太 山 寺 遺 跡 西区伊川谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (文化庁補助) 長 坂 遺 跡 西区伊川谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (文化庁補助) 宅原遺跡豊浦・宮ノ元地区 北区長尾町 神 戸 市 教 育 委 員 会

園場整備事業 (文化庁補助) 迫逗 跡 北区道場町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (農政補助) 西 盛 南 遺 跡 西区押部谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (農政補助)
立
口 跡押 運 西区押部谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会
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調査面積 調 査 期 間 調 査 内 容

9000nギ 62. 4. 1´ -63  2 18 13遺跡の発掘調査

1600nド
62. 4 13々-62. 4.29

62. 7. 9-62. 9.22 前方後円墳
・円墳、平安～中世のピット・橋梁状遺構、鎌倉時代の上坑墓

2810nド
62. 5.26´ヤ62. 9.

62.10. 5´ -62.11.
弥生時代後期の周溝状遺構、中世ピット・溝

600n12 62. 4.13々-62  5.26 中世土坑・溝

150ド 62. 9  4々-62. 9.16 墳丘断ち割り調査、土器棺墓

340∬ 62  6.10´ マ62. 6.23 古墳時代～平安時代遺物包含層、時期不明のピット・溝状遺構

3840Dギ 62. 4.20々ヤ63. 2  8 平安時代掘立柱建物 9・ 土坑・溝・自然河道、平安時代前半～鎌倉時代前半の河道

1500ni 63. 3  3々-63. 3.31 古墳時代包含層、平安時代柱穴、中世河道

3600nギ 62. 4  1´ -62.10.31 縄文晩期土坑、弥生後期住居・溝・土坑・壷棺墓、中世木棺墓・柱穴・土坑・井戸

4200m2 62. 6. 2´▼63  2. 9 縄文前期炉跡 4・ 石組遺構 1・ 弥生中期末周溝墓 6

570コイ 62. 6.22´ -62. 9.10 5世紀末～ 6世紀初頭の竪穴住居・ピット、中世の上坑・ピット

220n∵ 62. 5.28々-62. 6.30 弥生時代後期竪穴住居 1・ 土坑 7石材採掘坑

2000nf 62.11. 9´ -62.12.27 弥生時代中期後半の焼土坑

350nf 62. 9.28-‐ 62.11.16 全長62mの柄鏡形の前方後円墳、中段と裾に埴輪列、埴輪円筒棺 2基

74nギ 62.11.11～ 62.11.12 文化財なし

380nヤ 62.11. 2-62.12  7 中世遺物包含層、古墳時代土坑・竪穴住居

12n12 62.12. 4 文化財なし

95ポ 62.12.16´ -62.12 26 弥生時代中期後半の遺構

48コド 63. 1.13´ -63  1,19 古墳時代～中世包含層、遺構なし

1500n干 62. 9.21々 -62.11.30 室町時代瓦溜・建物跡・列石遺構、江戸時代水溜遺構

220rn2 62. 9.24´ヤ62.10. 7 平安時代包含層土坑・溝

2160112 6. 8-62.12.29 奈良時代溝・昌書土器、平安時代建物、鎌倉時代建物・井戸・木棺墓・呪符木簡

150nギ 62. 4.28-62. 中世遺物包含層、井戸

624nイ
62.11.13々-62.11.18

62.12. 7
平安時代後半～鎌倉時代土坑

1120112 62.11.16´ -63. 1.14 弥生時代竪穴住居、古墳時代溝・土坑、中世溝
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昭和62年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別)

香

号 事  業  名 遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体

圃場整備事業 (農政補助) 栄 ・ 木 幡 遺 跡 西区押部谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (農政補助) 栃 木 遺 跡 西区櫨谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (農政補助) 繁 田 遺 跡 西区平野町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (農政補助) 太 山 寺 遺 跡 西区伊川谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (農政補助) 長 坂 遺 跡 西区伊川谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

圃場整備事業 (農政補助) 宅原遺跡豊浦・宮ノ元地区 北区長尾町 神 戸 市 教 育 委 員 会

国場整備事業 (農政補助) 遺 跡 北区道場町 神 戸 市 教 育 委 員 会

池堤改修事業 (文化庁補助) 神出遺跡万堡池 1号窯 西区神出町 神 戸 市 教 育 委 員 会

池堤改修事業 (農政補助) 神出遺跡万堡池 1号窯 西区神出町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住宅建設 (文化庁補助) 戎 町 遺 跡 第 2次 須磨区太田町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住宅建設 (文化庁補助) 篠 原 遺 跡 灘区篠原本町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住宅建設 (文化庁補助) 住 吉 宮 町 遺 跡 東灘区住吉宮町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 舞 子 毘 沙 門 遺 跡 垂水区舞子坂 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 五 色 塚 古 塚 垂水区五色山 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 伯 母 野 山 遺 跡 灘区篠原伯母野山町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 篠 原 Ｈ逗 跡 灘区篠原本町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 滝 の 奥 遺 跡 灘区高羽字滝ノ奥 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 郡家遺跡城の前第24次 東灘区御影町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 郡家遺跡城の前第25次 東灘区御影町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 郡 家遺 跡 大 蔵 第 2次 東灘区御影町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 蓼敲 郡 家遺 跡 大 蔵 第 3次 東灘区御影町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 郡家遺跡下山田第 2次 東灘区御影町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 郡家遺跡下山田第 3次 東灘区御影町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 郡家遺跡地蔵元第 3次 東灘区御影町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 深 江 北 町 遺 跡 東灘区深江北町 神 戸 市 教 育 委 員 会
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調査面積 調 査 期 間 調 査 内 容

200m2 62.11.30´ -62.12. 3 文化財なし

500詢ド 62.11.24´ヤ62.12.15 弥生時代中期～後期の包含層、中世の土坑

72n12 63. 1.20-‐ 63. 古墳時代～中世包含層、遺構なし

1500nf 62.12. 1々 ヤ63. 3.19 室町時代土坑墓 7・ 柱穴・溝

370nギ 62.10  7´ -62 11 17 弥生時代末期～古墳時代後期の溝・住居

2350nギ 62, 9。  1´-62.12.18 古墳時代竪穴住居、奈良時代建物、鎌倉時代建物・木棺墓

350nF 62. 4.23々 ヤ62. 4.29 中世遺物包含層

30nf 63. 2.15-63. 2.17 平安時代後期窯跡 ユ

70コイ 63. 2.18´ヤ63. 2.26 平安時代後期窯跡 1・ 灰層

63ポ 62. 8.13´ヤ62. 8.27 弥生時代前期～後期土坑・溝・柱穴

220〆 62. 5。 28々ヤ62. 弥生時代後期竪穴住居 1・ 土坑 7、 石材採掘坑

30ド 62.12. 8々ヤ62.12.15 鎌倉時代ピット

200n12 3. 7々-63. 方形の落ち込み、ピット、弥生土器

30ポ 62, 7. 6´ -62. 7.16 五色塚古墳の外堤周溝、埴輪・土師器片

250nギ 62. 4. 9´ヤ62. 4.27 弥生時代中期～後期の遣物包含層

220rr12 62. 7. 1´ -62. 7.23 弥生時代後期竪穴住居 1・ 土坑 7、 石材採掘坑

100nF 63. 3. 3-63. 3. 9 弥生時代遺物包含層・ピット・溝

600Dド 62. 4. 8-62. 6.13 弥生時代集石墓、古墳時代竪穴住居・掘立柱建物、鎌倉時代掘立柱建物

700nF 62. 4.13´ -62. 6. 6 弥生時代後期・古墳時代の上坑・ピット

840n12 62. 6.16々 -62. 7.22 弥生時代流路、平安時代掘立柱建物

320nギ 62  7.21´ -62. 弥生時代住居・土器溜、平安時代柱穴

60r 62. 4. 2´ヤ62. 4 10 平安時代掘立柱建物

500nギ 62. 4.14々ヤ62. 4,30 弥生時代遺物包含層

700nギ 62. 9,11´ -62 10 19 古墳時代後期竪穴住居・溝・土坑・ピット

50ド 62. 6.23´▼62. 落ち込み・ピット、古墳時代 。中世遺物
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昭和62年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (事業別)

番

号 事 業 名 遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体

住 宅 建 設 森 北 町 遺 跡 第 2次 東灘区森北町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 森 北 町 追 跡 第 3次 東灘区森北町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 森 北 町 追 跡 第 4次 東灘区森北町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 本 山 遺 跡 第 1次 東灘区本山中町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 本 山 遺 跡 第 2次 東灘区本山中町 神 戸 市 教 育 委 員 会

住 宅 建 設 本 山 遺 跡 第 3次 東灘区本山中町 神 戸 市 教 育 委 員 会

店 建 設 王 塚 台 遺 跡 西区王塚台 神 戸 市 教 育 委 員 会

店 舗 建 設 戎 町 遺 跡 第 1次 須磨区戎町 神 戸 市 教 育 委 員 会

宅 地 造 成 予 定 白 水 瓢 塚 古 墳 西区伊川谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

宅 地 造 成 予 定 天 王 山 古 墳 群 西区伊川谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

宅 地 造 成 予 定 前 池 遺 跡 西区玉津町 神 戸 市 教 育 委 員 会

宅 地 造 成 予 定 新 方 退 跡 西区玉津町 神 戸 市 教 育 委 員 会

ホ テ ル 建 設 生 田 遺 跡 中央区下山手通 神 戸 市 教 育 委 員 会

病 院 建 設 池 上 ロ ノ 池 遺 跡 西区伊川谷町 神 戸 市 教 育 委 員 会

予 備 校 建 設 郡家遺跡岸本第 2次 東灘区御影町 神 戸 市 教 育 委 員 会

ゴ ル フ 場 建 設 法 仙 坊 遺 跡 北区八多町 神 戸 市 教 育 委 員 会

市 営 住 宅 建 設 三 番 町 追 跡 長田区三番町 妙見 山麓遺跡調査会

市 営 住 宅 建 設 者ト 賀 遺 跡 灘区神前町 妙見山麓遺跡調査会

圃 場 整 備 神 出 迫運 跡 北区長尾町 妙 見 山麓 遺 跡 調 査 会

圃 場 整 備 宅 原 逗 跡 北区長尾町 妙 見 山麓 遺 跡 調 査 会

道 路 建 設 上 小 名 田 遺 跡 北区八多町 藤 井
本́ 章

マ ン シ ョ ン 建 設 森 北 町 遺 跡 東灘区森北町 藤 井 直 正

マ ン シ ョ ン 建 設 森 北 町 遺 跡 東灘区森北町 瀬戸 内考古学研究所
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調査面積 調 査 期 間 調 査 内 容

50nf 62. 4. 7-62. 4. 9 弥生時代ピット・溝

24117 62.10. 1´ -62.10. 3 鎌倉時代ピット

100Dド 63. 2.15´ヤ63. 3.11 弥生時代末期自然河道、古墳時代前期竪穴住居

470nド 62. 8. 7-62. 9. 7 室町時代井戸・建物・溝

1500nド 62.10. 8-62.11. 9 弥生時代土坑、古墳時代流路・土坑

150珀ド 62.10.21´ -62.11.10 鎌倉時代溝

40nギ 62. 6. 1々 マ62  6. 2 平安時代～鎌倉時代の遺物包含層

470m24面 62. 6. 9´ -62. 9. 5 弥生時代前期水田、前期後半河道、中期竪穴住居、後期土坑

450m2 62.11.17-62.12. 3 遺構・遺物なし

1500nギ 62. 9.22々 -63. 2. 3 古墳時代前期の方形墳、後期の方形墳、中世整形遺構

40コ了 62. 7. 6´ ヤ62. 7.22 弥生 。中世遺物包含層、時期不明の溝

230コf 62. 4, 7´ -62. 5.19 弥生時代中期竪穴住居、平安時代～鎌倉時代水田跡・溝・ピット

1700nギ 62.12. 2´ -63. 2.18 古墳時代竪穴住居・掘立柱建物

1190Юヤ 62. 4 15-62. 6.12 弥生時代末期竪穴住居 3・ 溝・土坑・ピット、古墳時代後期木棺墓

601n2 62. 8.24´ -62. 弥生時代後期竪穴住居

500nギ 8. 3´ヤ62. 時期不明の土塁状遺構

1,412Ю F 62. 5。 20々-62  9, 9 古墳時代住居・土坑・大溝・銅鏡、鎌倉・室町時代水田・水路・足跡

120Юヤ 2. 5々-63. 殊生時代方形周溝墓・土坑、鎌倉時代土坑

1,162n12 62. 9.11´ -63. 3.31 平安～鎌倉時代窯・粘土採掘坑

1,200nギ 4. 1´-62. 奈良時代大溝・墨書土器、中世井戸・溝・呪符木簡

6,500ЮF 62. 9.22-63. 2. 3 平安時代掘立柱建物

552詢ざ 62. 8. 5´ -62.12,17 弥生・古墳時代流路

1,327n¥ 63. 2.17々 ヤ63. 6.20 弥生時代流路
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1.西神ニュータウン内遺跡

Ⅱ.昭和62年度の発掘調査

1.西神ニュータウン内遺跡

昭和62年度の西神ニュータウンおよび関連事業区域内の埋蔵文化財調査

は、下記の通りである。

第38地点

1.調査の概要  第38地点は、昭和45年度調査で遺物が確認された遺跡であり、最高所は
86mを測る、東へ伸びる尾根の南北の両斜面に存在する。昭和45年に遺物

が確認され、昭和58年 に北側斜面の試掘を行い、日召和59年度に北側斜面の

調査と南側斜面の試掘調査を行った。今年度の調査対象地は南側斜面であ

る。昭和59年度調査では弥生時代住居址 3棟、古墳時代の木棺直葬墓等が

検出された。

基本層序   基本層序は、腐植土・黄褐色泥砂 (遺物包含層)・ 地山である。包含層
は、大きく2層に分かれるが、斜面地で、包含層の残存状況が一定せず、

その峻別は困難であった。

調査地 所在地 調査期間 調査面積 調 査 内 容 備 考

No.38 平野町繁田 620401´-620513 1500コド 木棺墓 。中世墓 継続調査

No.61-2

No.61-3

No.61-4

平野町向井 620515´-620624 1500n¥

古墳 。中世溝

古墳・火葬墓

遺構・遺物なし

消  滅

向井ダム 平野町向井 分布調査 古墳状隆起
No.10

押部谷町
養田

620625´-620907 1300nギ 集石墓・古墳 継続調査

No.H-3 620625,-620907 1200nド 古墳 継続調査

No.7-2 620722´ヤ621013 2400コ〆 弥生土坑・中世土坑

No.6 620908´ -621005 150ポ 試掘調査 遺物を検出
No.40 平野町繁田 621020´ -621023 200H12 墳丘墓復元作業 保  存

No.87
平野町繁田 621012´ヤ621030 200コ♂

墳丘裾確認調査 保  存

No.35 土坑,ピ ット 保  存

菅 野 谷 櫨谷町菅野 630209´-630218 100コ〆 試掘調査 遺物を検出
No.65 樫 野 台 621001-621225 立会 保  存
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fig l-1.

昭和62年 度西神ニュータウン内

遺跡発掘調査地位置図
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1.西神ニュ‐タウン内遺跡

５

鼠

ig.1-2.第 37・ 88地点平面図
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検出された遺構は、弥生時代の地山成形遺構・土坑、古墳時代の木棺墓、

土坑墓、平安時代から鎌倉時代の火葬墓などである。

地山成形遺構は、調査区で最も高い標高83mで検出された遺構である。

出土遺物は少量であったが、弥生時代後期のものと考えられる。調査区の

東端部 (第37地点)で、土坑 S K05が検出された。長径1.5m・ 深さ0.lm

の規模をもつ。少量であったが弥生時代後期の上器が出土した。

古墳時代の遺構としては、 s To4と S K02がある。 S T04は 調査区西端

部で検出された木棺墓である。東西方向を主軸にもち、長さ2.Om。 幅

0,9m・ 深さ0。 4mの規模である。墓坑内より遺物の出土はなかったが、す

ぐ東側で須恵器有蓋高杯が出土している。遺物より5世紀後半頃と考えら

れる。

S K02は 、馬蹄形の上坑である。東西2.Om・ 南北1.Om。 深さ0.lmで

ある。土坑内より完形の提瓶が出土した。遺物より6世紀後半頃と思われ

る。

S T01は、平安時代の火葬墓である。墓坑外より上師器杯が出上した。

長径1.Om・ 深さ0.2mの規模の不整形な形状である。

S T03は、直径1.5m・ 深さ0,2mの規模の火葬墓である。銭 。人骨片・

炭等が出上した。

S T01・ 03は ともに、谷状地の 2次堆積土上に立地する。また S T03に

ついては遺構の切 り取 り作業を実施した。

S T01・ 03は谷状斜面地に存在するが、 S T02は尾根上に存在する。墓

坑 (長さ2.Om・ 幅0.8m)を 掘 り埋葬した後に偏平な砂岩質の河原石を長

さ1.3m・ 幅0.3mの矩形に敷き並べ墓標もしくは蓋としている。墓坑内よ

り遺物の出土はないが、中世に属する火葬墓であろう。
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ig l-3.S T01平 面・断面図
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fig l-4 S T02平 面・断面図



2.

ng.1-7.

まとめ

1.西神ニュータウン内遺跡

S T02

以上のように弥生時代・古墳時代 。中世の 3時期にわたる遺構 。遺物が

検出された。昭和59年度調査でも尾根北側斜面で同様の遺構の存在が知ら

れ、尾根全体に各時期の遺構が拡がることが確認された。また同時に第40

地点での弥生時代墳丘墓や中世墓の存在により、第37地点から第40地点に

かけての広い範囲が、各時期の人々の生活の場であったことが確認された。

昭和59年度調査では、弥生時代の遺構の存在密度の低さや遺物出土量の少

なさから、短期間の生活l■であることが指摘された。また尾根に拡がる古

墳時代や中世の遺構は、その多くが墓であり、この尾根には永続性のある

生活はなかったようである。この点から第40地点墳丘墓や第37・ 38地点古

墳時代木棺墓・中世火葬墓を築いた人々の居住 ,生産空間を見極めること

は、今後の重要な課題となろう。

fig l-5。  S T01 fig l-6. S To4
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1 西神ニュータウン内遺跡

西神第61地点遺跡

1.調査の概要  西神戸バイパスと西体育館の建設計画に伴う分布調査を実施 した結果
古墳状隆起が確認されたため、試掘調査を実施した。

調査の結果、第61-2,第 61-3地点で遺構 。遺物が検出されたため、
両地点について発掘調査を実施した。

fig l-9.

第61地点遺跡位置図

fig l -10.

第61地点全景

-31-



第Ы-2地点  基本層序は、表土・黄白色泥砂・地山である。黄白色泥砂層からの出土

遺物は、土師器片・須恵器片であるが、その量は非常に少なかった。

検出された遺構は、溝状遺構 2条・焼土坑 2基・古墳である。

溝状遺構は2条検出された。S D01は 、尾根を横切るように長さ17mに

わたって検出された。幅 1～ 1.5m・ 深さ0。 1～ 0.2mである。溝内から土

師器渦片・綾杉状叩きをもつ須恵器甕片が出上した。遺物より14世紀頃の

時期と考えられる。

S D02は 、調査区東辺部で検出された。幅0。 7m・ 深さ0.lm。 長さ4m
である。部分的に拡張して調査をおこなったが、東端部は崖状になって崩

れており、溝は消滅している。土師器片・須恵器片が出上した。遺物より

10世紀頃の時期が考えられる。

焼土坑は、 2基とも焼土と炭が出上したが、共に遺物は出土せず、時期

や性格などは不明である。

fig l-11.第 61-2地点平面図
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1 西神ニュータウン内遺跡

この他に、赤色顔料が幅0.3m。 長さ3.5mにわたって溝状に検出された

(S T01)。 顔料は比較的良く残っており、厚いところでは 2 cmあ った。

赤色顔料の検出断面は、断面が円形の棺を埋置したと思われるような、き

れいな円弧を描いている。赤色顔料の検出後、断ち割 りをおこなった。ほ

ぼ中央部から小礫の詰まった、径0.2m・ 深さ0,05mの ピットが検出され

た。ピット内からの出土遺物はなかった。

出土土器がなく、また古墳と考えられる墳丘や盛上、古墳を区画する溝

などが検出されていない。このことから古墳の埋葬施設と断定するには材

料に乏しい。しかしながら、赤色顔料や割竹形木構を埋置したような検出

面などから、後世に著しく改変を受け、埋葬施設の底部のみが残存した古

墳であると推定される。

や き

ミさ
い

FII′子下
'″ ■●
IIエ イ :ヽ |

ng l-13.第 61-

第61-3地点の基本層序は、

量も同様に少量であった。

また遺物の出土

検出された遺構は、第61-2地点と同様な状況の古墳埋葬施設及び溝状

遺構、土坑などである。

1-12.第 61-2地 点遠景

第61-3地点

-33-



古墳埋葬施設 (S T01)は 、赤色顔料が、幅0.3m。 長さ3.Omにわたっ

て溝状に検出された。顔料も比較的良く残っており、厚いところでは 2帥

あった。また赤色顔料の検出断面もきれいな円弧を描いている。しかし顔

料の発色は、第61-2地点では真赤色に近いのに比べ、第61-3地点では濁っ

たピンク色である。

溝状遺構 (S D01)は 、 S T01の南側に検出された。幅0,7～ 1.2m・ 深

さ0.1～ 0.15m・ 長さ10mである。西側で直角に曲がっているようである

が、屈曲点近くで消滅している。西側の角部で、土師器片が少量ではある

がまとまって出上したが、遺物の時期は決定し難い。 S D01は 、その位置

や形状からS T01に伴う、溝の可能性も考えられる。 S T01に伴うものと

すれば一辺12mの方墳が想定されるが決め手はない。

その他に、幅0.7m・ 深さ0.lm・ 長さ3.8mの炭と焼土を多 く含む遺構

(S T02)が検出された。とくに東側では炭が多く検出された。その中か

ら、釘状の鉄製品が 1イ回出上した。炭が多く検出された部分の形状は、幅

0.3m・ 長さ1.3mの長方形を呈し、釘状鉄製品の出土から、中世火葬墓の

可能性が高い。

上坑は 1基検出されたが遺物の出上がなく、時期・性格等は不明である。

0           1o m
l・

…
.1   1

fig l-14.第 61-3地点平面図
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1 西神ニュータウン内遺跡
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fig l -15。

第61-3地 点全景

fig l-16.

遺物実測図

2.ま とめ
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1～ 2 SD01 3～ 6包含層 7 ST02

(1～ 6第61-2地点 7第61-3地点)

昭和61年度の時点では、30余基の古墳が、西神ニュータウン内で確認さ

れている。その多くは、明石川に面した尾根上に築造されている。また、

古墳はそれぞれのまとまりを持ち、明石川流域の、生産力の高い可耕地を

背景とした集団があったことをうかがわせる。

第61-2・ 3地点は、村落および水田に近接した丘陵である。このため、

導・集水のための施設である「かけみぞ」・溜池・竹林が存在し、後世の

改変をうけている。両地点の古墳の検出状況は、後世の自然流出もあろう

が、土取 りなどによる人為的な削平があったと考えられる。こうした人為

的な改変にもかかわらず、 2基の古墳の存在が想定されることは重要であ

り、古墳と明石川流域の集落遺跡との関係をより明確にしていくことが、

今後の重要な課題であるといえる。

-35-



1.調査の概要

第10地点

fig l -17.

第 10。 11・ 12地点

調査地全景

flg l-18.

第 10。 11・ 12地点

遺跡位置図

第10。 11地点遺跡

西神第10・ H地点遺跡は、西神工業団地の造成に伴い、61年度から発掘

調査を開始している。

第10地点は、中世集石墓と古墳が存在する遺跡である。

古墳は、径約10m、 尾根を削 り出し、その上に盛土を行った古墳であ

る。周囲には溝をめぐらし、周溝内からは、須恵器と土師器が出土した。

これらの遺物から、 6世紀初め頃の古墳と考えられる。埋葬施設を明確に

することはできなったが、墳頂部より鉄鏃・刀子・鎌が出上している。墳

丘断ち割りを行ったが、わずかな盛土が確認されたのみであった。

ヤノゝ
へ、ｏ　ヽ
〉　
”　　螂
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1 西和ニュータウン内追跡

半 ＼ 0         10m
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ag l-19.第 10地点平面図

fig l -20.

第10地点集石墓検出状況

fig l-21

第10地点占墳検出状況

・

ｉ

ｔ
「

一

・

-37-



中世集石墓は、墳丘から流出し、堆積した上の上に築かれている。埋葬

施設は、合計34基検出され、大きく4つのタイプに分けることができる。

1.骨を上器にいれたもの (蔵骨器)S T15。 20・ 25

2.火葬しそのまま葬ったもの   S T03・ 05・ 06・ 16・ 22・ 23・ 29
3.石を組み合わせて骨を葬ったもの S T07・ 08・ 14・ 17・ 18

4.ピ ット (小さな穴)に葬ったもの S T28・ 31・ 32・ 33・ 34
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０
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fig l-22.

第10地点

集石墓群平面図
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fig l-23.

第10地点

蔵骨器断面図

1 西神ニュータウン内遺跡

S T15は 、土師器鍋に火葬骨を納め埋置したものである。

S T20は 、須恵器の甕に骨片を収めている。レントゲン撮影の結果、骨

以外には、銭などの副葬品はないようである。

S T25は土師器蝸に須恵器の鉢を蓋として埋置したものである。 S T20

と同様にレントゲン撮影の結果、骨以外には副葬品はないようである S
T03は、底面カラ,常によく焼けており、その場で火をたいて遺体を焼いた

ものと考えられる。

S T16は 、炭や、焼上、骨片の出土状況がよくわかるため、剖ぎ取 り作

業を行い、標本化 した。

その他に S T18・ S T22も部分的に刹ぎ取り作業を行い、標本化 して保

存した。

S T14は 、長方形の掘形の長辺短辺に石をたて、その中に骨を納め、さ

らに偏平な石を敦きならべている。骨や炭の他に中から白磁皿が一枚出土

した。

S T28や 34は、直径約0,3m程の穴をあけ、その中に骨片をおさめ 墓
標として石で蓋をしたり、石を立てたりしている。

その他に、 S T23の ように礫を円弧状に組んでその中で火葬を行ったよ

うなものもある。

S T23の南西隅から、石製人面が出土した。石仏の顔面がはがれ落ちた

ものと思われるが、現時点では、この遺物の出上した意味はよくわからず、

今後検討すべき課題である。

89.20m

ヒ_… …卜  _坦
m

|
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fig l-24.

第10地点 S T07

平面。断面図

fig l-25。

第10地点 S T23

平面。断面図

89.00m
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1 西榊ニュータウン内遺跡

‐i       ■■i‐ |「 II、
fig。 1-26. S T15 fig l-27. S T20

:1洋婁ゴ|千

ig l-28. S T14

fig l-29.S T22人 骨検出】犬況
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fig l-30. S T23

fig l-31

石製人面

fig l-32. S T06 fig l-33. S T28
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fig l-34.第 10地点遺物実測図
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第11地点 第11地点からは、古墳 1基と木棺墓及び土坑墓が 7基検出された。木棺

墓・土坑墓群は、出土遺物から6世紀初め頃のものと考えられる。古墳時

代後期の埋葬形態は、おおむね墳丘をもつものが多い中で、墳丘をもたず

に木棺墓や土坑墓だけが検出されるという点で、周辺では珍しい形態をも

つものである。木棺墓と土坑墓の掘形の断割と精査を行ったが、特記すべ

き点はなかった。

古墳は、地山に溝を掘 りめぐらし、盛上をおこなって築かれている。調

査時には、墳丘自身は削平を受け、埋葬施設は認められなかった。しかし

ながら周溝内の溝底をさらに掘 りこんで、土器埋納抗 (長 さ1.2m。 幅

0,6m・ 深さ0.4m)が作られており、中に須恵器杯身・イ蓋がセットで納

められていた。このように、周溝を掘 りこんで土器埋納坑が作られている

例は、西区玉津町の居住小山遺跡でも知られている。

11地点 木棺墓 。土坑墓一覧表

遺 構 名 掘形規模
m× m

槙

ｍ

規
×
棺

ｍ
主 軸 出土遺物 遺 構 名 掘形規模

m× m
模

ｍ

規
×
棺

ｍ
主軸 出土遺物

第■-1地点
S T01(木棺墓)

S T02(木棺墓)

S T03(土 坑墓)

S T04(木棺墓)

195× 07

2.5× 0,7

25× 06

21× 06

165× 045

195× 07

13× 0_4

1ヒ西

北西

北西

北西

掘形上層 よ

り須恵器片

須恵器有蓋高

杯・対・杯身

S T05(土 坑墓)

第11-2地 点
S T01(木 棺墓)

第11-3地点
S T01(木棺墓)

21× 06

23× 12

21× 19

20× 045

18× 05

晒

　

西

　

西

管  玉
ガラス玉

須恵器不蓋

9

ag l-35。 第11地点遺構全体平面図



1 西神ニュータウン内遺跡

古墳の墳丘部は、灰と焼土を用いて盛土されているが、主体部はすでに

削平されてしまったためか、地山面まで掘 り下げても検出されなかった。

調査終了時に断ち割りを行ったが、新たな知見を得ることはできなかった。

古墳の築造時期は、土器埋納坑内の上器からみて、 5世紀末から6世紀初
めごろと考えられる。

第11-2。 3地点平面図fig l-36.
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1.調査の概要

fig l-37.

第 7地点全体平面図

第 7地点

第 7-2地 点は西神ニュータウンの北西隅部に存在し、106mを 最高所
とする四方に眺望のきく丘陵地である。

西神工業団地の造成に伴い昨年度試掘調査を行った結果、弥生時代及び

中世の遺物・遺構が検出された。

基本層序は、表土 (腐植土)・ 黄色砂・地山となる。第 7-2地点の丘
陵は、概ね砂層で形成されているため部分的には流上が厚く堆積 している

箇所があった。

流土層より出上した土器は、弥生土器、古墳時代須恵器、10世紀中頃の

須恵器、中世の上師器、須恵器などである。弥生土器は少量であるが、西

尾根部以外ではほぼ全域に出上している。

検出された主な遺構は、弥生時代土坑、古墳時代土坑、中世土坑・溝・

ピットなどである。

調査区は、西尾根部・南側斜面 。東側斜面 。東尾根部・北側斜面の 5部

分と頂上部にわけて以下記述する。

西尾根部分では、土坑・溝・ピットなどが検出された。いずれの遺構も

出土遺物はなく、時期は特定できない。

0               10m
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南側斜面

1 西神ニュータウン内遺跡

E-0区 では、ピット4カ所と土坑 1基が検出された。それぞれの遺構
には炭、焼上が含まれていた。

E-1地 区では、焼土坑が 2基検出された。土坑内より炭、焼上が検出
され、どちらの上坑も底面が焼けていた。

西尾根中央部ではD-2、 E-2区 にまたがって焼土坑 (S K01)が
検出された。 S K01は、長径2.4m。 短径 1.4m・ 深さ0。 2mの隅丸長方形

の形状をもつ。底面は赤色化するほどよく焼け、焼土と炭が検出された。

D-2か らは土坑 1基 とD-2と D-3に またがって溝状遺構 (S D01)
が検出された。S D01は弧を描くように約10m検出された。幅は0.4～

1.2m、 深さは0.2mである。

D-3で は円形の上坑が検出された。直径0。 6m、 深さ0.lmを測る土坑
内より炭が検出された。先にも述べたように時期を特定できる遺物がなく、

遺構の性格等も不明である。

E-2・ S K01は糖谷川流域で多く検出される中世の「短辺に突出部を

もつ炭の詰まった土坑」の一形態かとも考えられるが断定できない。

南側斜面では、直径約 6mの九い高まり (比高差約0.8m)があり、そ

の高まりの中央に土坑が 2基検出された。 2基の上坑の規模はA-5。 S

K01は長径1.4m・ 短径0.8m。 深さ0.4m、 B-6・ S K01は長径1.4m。

短径1,Om・ 深さ0.5mである。当初埋葬施設かと思われたが、土坑内の形

状からその可能性はきわめて低い。また、土坑内から遺物が出土せず、時

期は不明である。

:許 I
ig l-38.西 尾根全景
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fig ユー39.

E-2 S K02

東側斜面

東尾根部

東側斜面では土坑 2基が検出された。

C-7・ S K01は 、長径0。 7m・ 短径0.4m・ 深さ0.lmの瓢形を呈する
土坑である。土坑内より上師器蝸が 2個体以上破棄された状態で出土した。

遺物より13～ 14世紀代のものと考えられる。

C-6・ S K01は 、空豆形をした土坑である。長径3.4m・ 短径1.8mの

浅い凹みの中に長径 2m・ 短径 lm。 深さ0.6mの楕円形の、より深い掘

り込みがある。土坑内より須恵器無蓋高杯の郭部・炭・焼上が出土した。

遺物より6世紀後半のものと考えられる。

東尾根部の中央部で土坑 2基が検出された。

E-8・ S K01は 長辺4.3m。 短辺1,4m・ 深さ0。 5m、 長方形の北側に
突出部をもつ土坑である。出土遺物はなかった。

E-8,S K02は 羽子板のような形状をもつ土坑で、弥生土器片が 1片
出土した。規模は長径1.6m・ 短径0.8m・ 深さ0.2mで ある。

ともに性格は不明である。この他に S K01・ 02付近からサヌカイトの石

鏃 。フレークが各 1点ずつ出上している。

東尾根部の東端部では、表土よリサヌカイトフレークが出上した。また

土坑 2基が検出された。

F-9。 S K01は径1.Om・ 深さ0。 lmの円形の上坑である。
F-9。 S K02は 長径1.8m・ 短径0.8m・ 深さ0.lmの楕円形の上坑で
あり、炭・焼土が検出された。

ともに時期を決定するような土器の出土はなかった。ただし、この付近

の責色砂から中世の上師器片が出土しており、中世の遺構の可能性が考え

られる。
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1 西神ニュータウン内遺跡

北側斜面西側での検出遺構は、ピット4カ所のみである。急斜面と砂地

であるため、建物と関連づけをするのは困難である。ピット内からは少量

の炭がそれぞれ出土している。また、北側斜面東側では、縄文時代のもの

と考えられる、チャートとサヌカイトの石鏃が各 1点ずつ出土している。

頂上部では、長さ7.2m、 幅1.6m、 深さ0。 1～ 0.4mの上坑 (S K01)が

検出されている。

S K01からは弥生時代中期の杯が検出された。試掘当初、弥生時代の上

坑墓の可能性が考えられていたが、墓としての性格はないようである。 S

K01の周辺部からは、遺構内出上の同一個体と考えられる郭片が出上して

いる。

東側には S K01掘 削後、長 さ2.4m、 幅 0,8m、 深 さ0。 lmで 長円形

の上坑 (S K02)が検出された。 S K02か らの出土遺物はなかった。

縄文時代から中世に至るまでの遺物が出土したが、遺構内より出土する

遺物が少なく、遺構の時期、性格等を明らかにできる材料カウF常に乏しい。

その理由として砂地に営まれた遺跡であり、全体として遺構の残存状況が

悪く、また、本来存在したであろう遺物包含層も流失してしまったのでは

ないかと考えられる。

こうした中で縄文時代の石鏃 2点の出土は注目に価する。縄文時代の遺

跡分布が希薄な中で縄文時代の重要な資料を呈示すると考えられる。

また、弥生時代中期の遺構 (C-5・ S K01)は、指呼の間に存在する

養田中ノ池遺跡との関連の分析で、今後の重要な課題となろう。

一４
．ヽ
■
一　
．　
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．
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fig l-40.

東尾根全景

北側斜面

頂上部

2.ま とめ
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1 西神ニュータウン内遺跡

fig l-42.第 7・ 10'11・ 12地点全景
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1.復元の概要

2.復元の方法

fig。 1-43.

復元された第40地点

第40地点

第40地点は、昭和47年度の調査で 2基の弥生墳墓等が検出された遺跡で

ある。また開発局に対し遺跡の保存を前提に造成計画がなされるよう申し

入れを行い、調査終了後埋め戻された。

昭和62年 5月 に第40地点南側の第38地点 (昭和59・ 61～ 62年度調査)の

発掘調査が完了し、ニュータウンの外周道路の築造事業が開始された。

昭和62年度事業で外周道路が完成すると、遺跡の復元作業を行うために第

40地点遺跡に周辺から進入することが不可能になるため、工期終了前の10

月に復元作業に着手することとなった。

まず昭和47年度調査時の実測図より断面実測図を作成し、また現状の実

測を行い、断面実測図を作成した。この結果、両方の断面実測図を重ねあ

わせると遺構検出面に0。 1～ 0.3mの盛土をしていること力HJ明 した。測量

後下草刈・清掃を行い、弥生墳墓の平面プランにあわせて杭打を行った。

杭には杭高を設定し、その杭にしがらみを設置した。また墳丘の外形にあ

わせて、斜面部分にも低いしがらみを設け、その中に盛上を行った。

盛上になる真砂上にはケミコを混入し、ベルトコンベアにより運上を行

い、ランマープレート及び叩き板で転圧する方法をとった。盛土は、開発

局西神開発事務所、チサキ産業にご配慮をいただいた。

また、現状にある立木は必要以外伐採は行わない方針で進めた。盛土完

了一週間後、斜面部分を中心にシートをかけ作業を完了した。
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2 神出遺跡

I.は じめに

2.神 出遺跡

神戸市西区榊出町一帯は、印南丘陵と呼ばれる標高約120mの洪積世高

位段丘上の北東端に位置している。付近は、標高249。 5mの雌岡山という

独立丘とそれに連なる隆起扇状地からなり、小河川による侵蝕によって、

谷が東西に入り込んでいる。

今年度は、昭和62年度の土地改良事業に伴う南地区
。東地区の調査と、

工事中に発見された万堡池 1号窯の調査を実施した。

I.南地区・東地区

1.調査の概要  分布調査等の成果によって、従来より窯址の存在が確認されている地域

南-4区 であり、現状はすべて耕作地となっている。昭和62年度に実施した試掘調

査の結果、平安～鎌倉時代の遺構 。遺物包含層が確認されたため、工事影

響範囲となるパイプライン部分約70ポ について発掘調査を実施することと

なった。

調査区は、幅 lmで、南北37m。 東西90mの L字形に設定した。耕土・

床上を重機により除去した後、黄禍色粘質土 (遺物包含層)を 人力により

掘 り下 tデた。

南北パイプライン部分の北端において、鎌倉時代前半の須恵器窯址 (1

号窯)が検出され、また、南北パイプライン部分の北東付近では、灰・炭・

遺物の堆積を2ヵ 所において検出した。これらの範囲を確認するため、南

北パイプライン部分の北半分を一部幅 3mに拡張し、幅50cmの試掘 トレン

チを 3ヵ 所設定した。 (Atr～ Ctr)

fig 2-1.

南-4区 位置図

ヽヽ

〔
″
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0         1m

ag 2-2.南 -4区試掘坑平面図及び出土土器実測図
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1号窯

2 神出遺跡

南北パイプライン部分の北端において検出された窯で、ほぼ北向きに開

回している。後世の水田耕作により著しく残存状況が悪く、煙道部は既に

削平を受けており、焚口部及び焼成部の床面のみ遺存していた。窯体は現

存長約3.Om。 最大幅約1.4mを 測る。主軸方向はN7° 44′Wである。焼成

部の床面は、青灰色に堅く焼けしまっており、傾斜角度は約1.5°である。

焚日の北方において、窯体より掻き出された炭
。灰や廃棄された遺物を多

量に含む灰原を検出した。

焚日部及び焼成部からは、ほとんど遺物は出土しなかったが、灰原内よ

り、鎌倉時代前半 (13世紀前半)頃の須恵器捏鉢 。婉等が出土している。

なお、 1号窯の南西1.5mで、直径35cm・ 深さ20cmの柱穴を検出した。遺

物が出上しなかったため、時期は不明であるが、 1号窯に関連する遺構で

ある可能 が考えられる。

SX02  Btr

)       10m

―
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ag 2-7.S D01・ S X02完掘状況

ag 2-8.1号 窯全景
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S X01

S X02

S D01

S K01

2 神出遺跡

南北パイプライン部分の北東付近で検出された不整形の落ち込みであ

り、埋土内より、鎌倉時代前半 (13世紀前半)頃の須恵器捏鉢 。婉 。瓦等

が出土している。南北3.Om以上 。東西2.3m・ 深さ10cm～ 15cllを 測り、東

側は、 S D01に よって切られている。底面には、中央付近よりやや北側に

直径40釦 。深さ 5 Gmの ピットがあり、南端で長径1.6m・ 短径0.6m・ 深さ

10cmを測る楕円形の上坑が検出された。

また、 S X01の 北狽1の範囲を確認するため、幅50伽・全長6.Omの試掘

トレンチ (Atr)を 設定 した。Atr北端で、幅40釦・深さ10cm～ 15cmの東

西方向にのびる溝状遺構を検出した。

S X01の すぐ南東側で検出された楕円形の落ち込みであり、埋土内より、

鎌倉時代前半 (13世紀前半)頃の須恵器捏鉢・婉・瓦等が出土している。

南北5.5m以上 。東西1.Om・ 深さ10cm～ 15cmを測り、西側はS D01に よっ

て切られている。

S X02の 東側の範囲を確認するため、幅50cm・ 全長3.5mの試掘 トレン

チ (Btr)及 び幅 lm・ 全長3.Omの試掘 トレンチ (Ctr)を設定した。

Btrの 中央よりやや東狽Iで、幅40cm～ 70cm・ 深さ10cmの南北方向にのび

る滞状遺構を検出した。Ctr東端で、直径35帥・深さ 5 cmの ピットを検出

した。

S X01及び S X02の埋土から出土した遺物は、いずれも破片ばかりで、

しかも小片が極めて多い。時期的にみると、 S X01。 S X02は 、 1号窯と

ほぼ同時期であるため、窯址に関する遺構である可能性が高いが、その性

格については、不明である。

S X01及 び S X02を 切って南北方向にのびる溝状遺構で、幅30帥 ～

60cm・ 深さ10cm～■5cmを測る。北側より南側に向かって傾斜 しており、南

端は、粘土採掘坑の北端につながっている。埋土内より、鎌倉時代前半 (13

世紀前半)頃の須恵器捏鉢 。婉 。瓦等が出上している。

南北パイプライン部分の南半分から東西パイプライン部分の東側にかけ

て、暗黄褐色粘質土層を埋土とする粘土採掘坑が、14ヵ 所で検出されてい

る。 S K01は 、それらの中で、最も北側に位置するもので、南北パイプラ

イン部分の中央よりやや南側で検出された。

南北長3.8m。 東西長1.Om以上 。深さ10cm～ 20cmを 測り、埋土内には、

粘土採掘後、須恵器捏鉢 。婉、土師器、瓦等を投棄している。出土遺物よ

り、鎌倉時代前半 (13世紀前半)頃のものと考えられる。

なお、東西パイプライン部分の西端では、耕土・床土直下で地山が検出

されており、遺構・遺物は発見されなかった。
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出土遺物

東-4区

2 神出遺跡

1号窯をはじめ、 S X01。 S X02・ S D01・ S K01等 の遺構埋土及び包

含層から、鎌倉時代前半 (13世紀前半)頃の須恵器握鉢・婉・土師器・瓦

がコンテナ50箱分出上している。 1号窯 ,S X01。 S X02。 S D01からの

出土遺物は、ほとんどが須恵器捏鉢であり、その他の遺物は極めて少ない。

また、 S K01の 出土遺物もやはり須恵器捏鉢・坑が多いが、特筆すべきも

のとして、土師器の上錘が 1点出上している。この土錘は、楕円形を呈す

る管状土錘で、全長13.4cm。 最大幅7.7cm・ 孔径3.Ocmを 測る大型品である。

また、東西パイプライン部分の S Kllの底面付近で、ほぼ完形の須恵器捏

鎌が伏せた状態で出上している。

第 5号支線排水路部分の幅1.5m。 全長約280mの420♂ (東西 トレンチ)

及び、第 6号支線道路分の幅1.Om・ 全長約85m(南北 トレンチ)につい

て発掘調査を実施した。調査の結果、濤 5条、土坑 1基、ピット群等が検

出された。その分布は西側で多く、東側では希薄となる。

東西 トレンチでは、東寄りの部分で東西方向にのびる濤 (S D01)が検

出された。また、西寄りの部分では、南北方向にのびる濤 (S D02～ SD
05)や ピット群等が検出された。伴出する遺物は12世紀～13世紀に属する

ものである。

南北 トレンチでは、南寄 りの部分で東西方向に長軸をもつ土坑 (S K01)

が検出された。この上坑は長辺約2.5m・ 短辺約1.5mを 測り、東側の短辺

に突出部をもつ。覆土下層には、炭、焼上が堆積している。覆土出上の須

恵器は12世紀代前半のものと考えられる。

神  I 口T 場圧

fig_2-13。 東-4区位置図
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ig 2-14.

東 -4区 部分

2.ま とめ 試掘調査及びパイプライン部分の発掘調査の結果、南西部の一部を除き、

ほぼ全域にわたり遺構、遺物包含層の存在が確認された。なかでも、東側

では、鎌倉時代前半頃の須恵器窯・粘土採掘坑・柱穴、開元通宝を六道銭

として納める土坑墓等が検出されており、平安時代～鎌倉時代にかけての

窯Jh・ 集落址・墓l■等が濃密に分布している。

また、今回の発掘調査で検出された 1号窯は、神出古窯址群の中でも、

最も新しい時期の窯l■であり、出土遺物の中で捏鉢の占める害J合が極めて

高いという点でも注目されるであろう。

一方、南-4区のS K01から出上した土師器の土錘は、かなり大型で、
全国的にみても、鳥取県長瀬高浜遺跡から出土した管状土錘 (全長13.5cHl)

に次ぐ長さをもつ。いずれにせよ、今後の周辺地域の調査により、しだい

に遺跡の全容が明らかになってくるであろう。
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2 神出遺跡

また ば とヽイサ

Ⅲ.万堡池 1号窯

1.調査の概要  万堡池 1号窯は、工事中に窯壁の一部が露出し、研究者の通報によって

その存在が明らかになった窯跡である。事業主体者である神戸市西農業協

同組合と当教育委員会が、現地立会を行い、窯壁及び遺物の散布を確認し

たため、遺跡発見届の提出を求め、協議を開始した。

今回の工事による破損は、工事用道路仮設によるもので、道路を迂回さ

せることにより、全壊を免れる事が判明したため、調査は保存を図るため

に必要な、最小の範囲で実施することにした。

調査は、仮設道路工事によって破損を受けた断面精査作業と、窯体及び

灰原の遺存状態の確認を目的に実施した。

調査の結果、当窯址は最大幅 3m×現存長7.5m× 現存高80釦の窯であ

ることが判明した。仮設工事では、この窯体の焚日と燃焼室が大きく切断

されており、その際の残土を灰原上に積んでいた。この残土を掘削し、遺

物の採集に努めるとともに、灰原の範囲確認作業も併せて実施し、東西20m

の範囲に広がることを確認した。

fig 2-15,

調査地位置図

ピ
‐ヽ沖
、ヽ
、

仝灘くこ二1髯弓
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fig 2-16.

万堡池 1号窯平面図

fig 2-17.

窯体検出状況
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1青色還元層
2赤色酸化層

2 神出遺跡

o         1         2m
fig 2-18.

窯体断面図

ig 2-20.灰 原出土瓦拓影

-63-



巨g2-21.灰原出土須恵器実測図

2.ま とめ 今回の調査により万堡池 1号窯は、11世紀中頃に築かれた幅 3m×長さ

7.5m以上の大型の窯である事が判明した。このような大型の窯址の存在

は、神出古窯址群内では、他に類例を見出す事は困難である。

また当窯が、大型の甕を生産することを目的に構築されたと考えられ、

鉢や婉を主に生産する神出古窯址群にあっては、極めて特殊な有 り方を示

しているといえる。

断面観察から当窯は、一度大きく修復されており、当初幅 3mの ものを、

幅2.lmに縮小 しており、その後も何回かの修復を行っている。また窯を

構築する際に盛上を行い、築山状に盛 り上げた後、窯体部分を穿って窯を

築いている。構築の際には、スサ入りの粘上で壁面を作っているが、床面

に粘土を張った痕跡は、この部分では認められない。

今回の調査で出土した遺物の総量は、整理用コンテナにして約10箱であ

る。器種別にみて、最も出土量の多いのは甕で、全体の約 7割を占める。

これに続き捏鉢、瓦、婉、壷の順となる。出土遺物には 3ないし4型式差

が認められ、時期的には11世紀中頃から12世紀中頃のものと考えられる。

-8

0                                        20cm
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1.`よ じめに

2.調査の概要

ng 3-1.
調査地位置図

A区

3 押部遺跡

3.押 部遺跡

押部遺跡は、明石川の上流右岸に位置し、標高約93mの河岸段丘上に立

地する。

昭和59年度より開始された回場整備事業に伴う発掘調査によって、弥生

時代後期～古墳時代の滞・ピット・住居址、奈良時代の円面硯、平安～鎌

倉時代の上坑や柱穴などが検出された。

今年度の調査地は、昭和61年度に調査した水路の東側部分であり、園場

整備事業によって施行されるパイプライン、排水路および回場の切上部分

である。パイプライン、排水路には数字のトレンチ名を、切上部分にはア

ルファベット名をつけた。

基本層序は、耕土、床土、灰褐色の平安～鎌倉時代の遺物包含層 (I)、

褐色の弥生時代～古墳時代の遺物包含層 (1)、 地山となる。調査対象地

には、厚さ力謗目違するものの、ほぼ全体的に I・ Ⅱ層が存在する。

A区では、 I・ Ⅱ層の遺物包含層と古墳時代の濤 2条 と土坑・ピットが

検出された。

豹 ●

三>さミ
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I層 は、大きく分けて 2層あり、その間には床上がはさまれている。こ

の遺物包含層は中世頃の田圃形成の盛土と考えられる。 2層に顕著な相違

は認められなかった。出土量の大部分は、鎌倉時代の遺物である。須恵器

杯・婉・鉢・壺・甕、土師器皿・甕、青磁、瓦が出土した。その他に古墳

時代須恵器杯身・杯蓋、弥生土器が少量出上した。

Ⅱ層は薄く残存しており、弥生～古墳時代の上器が少量出上した。

S D01は 、断面力S蒲鉾形で、幅0。 7m・ 深さ0.2mの濤で、約18m検出さ

れた。出土遺物はわずかで、時期を決め難いが、古墳時代前期のものと考

えられる。

S D02は 、幅3.2m・ 深さ1.Omの濤である。 S D02も S D01と 同様に出

土遺物はわずかで時期を決め難いが、S D01と 同じ頃のものと考えられる。

また濤の肩部で検出されたピットは、浅いもので護岸などの杭とは考えら

れない。

他に土坑・ピットが検出されているが、出土遺物が少なく、その性格な

どは不明である。

トレンチ

ig 3-2.主要遺構配置図

口
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1ト レンチ

2ト レンチ

3 押部遺跡

幅 lm。 長さ105mの南北に長いトレンチで、一部A区 と重なる。

北部では、遺物包含層と考えられる層が検出されたが、出土遺物はわず

かで、遺構は検出されなかった。断面観察から、北に薄く南に厚い平安～

鎌倉時代の遺物包含層 Iが堆積 している。A区の基本層序で述べたように

中世頃の田圃形成時の盛土と考えられる。

中部では、A区で検出された濤 2条 とほかに溝 1条 (S D03)力 検`出さ

れた。 S D03は 、 S D01・ 02よ り上層から切 り込んだ濤で、出土遺物より

鎌倉時代の濤と考えられる。

南部では、基本層序は変わらないが、遺物出土量は減る。また地山の凹

凸はあるが、遺構は検出されなかった。

幅 lm。 長さ162mの東西に長い トレンチである。ピット・土坑・濤・

住居址などが検出された。

基本層序は、西部ではA区 。1ト レンチと同様であるが、中央部では遺

物包含層はほとんどなく、耕土・床土直下に遺構面が存在する。 トレンチ

東部は、西部と同様となる。以上のことは2ト レンチ中央部が、西と東に

比べ高くなっていることを示している。

トレンチ西部では、ピット・土坑などが検出された。遺物包含層や遺構

からの出土遺物力託扱量で時期および隆格などは、明らかではない。

トレンチ中央部では、竪穴住居 (S B01)、 土坑 (S K01)、 ピットが検

出された。

fig 3-3.S B01
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S B01は 、 トレンチを拡張し、住居址の規模等を確認した。一辺 5mの
方形竪穴住居と推定され、南 I円部では周壁濤が検出された。柱穴と考えら

れるものが 1基あり、東南辺で土坑が検出された。住居址床面からやや浮

いた状態で、須恵器甕片、土師器高郭・甕片などが出上した。遺物より、

5世紀後半頃の時期が考えられる。

S K01も北半部が検出され、規模等を確認するため、 トレンチを2m×
lm拡張して調査をおこなった。長径1.8m・ 短径1.lmの卵型で、北側に

深くなり最深部は0。 45mである。断面の観察より、土坑が掘 り込まれてし

ばらく上が堆積した後に、土器が投棄されたようである。出土遺物は、土

師器壼・甕・高杯・小型丸底壷で、総個体数は、約15個 と考えられる。出

土遺物から5世紀中頃と考えられる。

S K01の東では、長さ約 4m・ 深さ0。 4mの大きな落ち込み (S X01)

を検出したが、その性格は不明である。遺物よりS K01の 時期と同じ頃で

あろう。



fig 3-5,S K01

3ト レンチ

3 押部遺跡

トレンチ東部では、自然流路と濤が検出された。自然流路は、調査区の

制約があり規模は不明である。

2ト レンチ東端部で幅0.4m・ 深さ0.4mの濤 (S D01)が検出された。

断面はU字状で、出土遺物より5世紀中頃と考えられる。

3ト レンチは、幅 3m・ 長さ170mの南北に長い トレンチである。弥生

土器、古墳時代土師器・須恵器、中世土師器・須恵器などが出土した。

北端部では、深さ0.2mの底の平らな落ち込み状遺構 (S X01)が検出

された。 トレンチ北端部で検出されたため、規模は不明である。すぐ北側

に lmほ ど高くなった田回があり、住居址が存在する空間はない。遺構内

より土師器片が出上した。 S X01掘 削後に底面よリピットが 5ヵ 所検出さ

れた。ピット2(P2)よ り完形の土師器小型甕が出土した。遺物より古

墳時代前期と考えられる。

S X01の すぐ南側で滞 (S D01)が検出された。幅0。 9m・ 深さ0。 3mの

東西に走る濤である。遺構内より上師器片・弥生土器片が出上した。 SX
01と 大差ない時期の遺構と考えられる。

S D01の南側から―段落ちがあり (S X02)、 それより南へ約25mは、

不整形の上坑やピットが検出された。出土遺物は、それぞれ少なく時期は

決め難いが S X01、 S D01の埋土と近似しており大差のない時期の遺構と
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考えられる。ピット等の性格は現状では不明である。

S D02は 、幅0,5m・ 深さ0。 lmの東西方向の濤で、断面は蒲鉾形である。

時期は不明である。

S D03は、幅0,3m。 深さ0,05mの南北方向の溝で、土師器片、須恵器

片が少量出上した。遺物より中世と考えられる。

S D04は 、S D03に直交して切られる滞で、幅1.4m・ 深さ0,7mである。

断面は拡がったU字形で、土師器が多量に出上した。遺物より古墳時代前

期のものと考えられる。

S D05は 、東西方向の滞で、幅2.lm。 深さ0.5mである。濤内の埋土を

大きく2層に分けることができる。下層は土師器片とともに、ほぼ完形の

高杯が 1個出土した。遺物より古墳時代と考えられる。上層は下層埋没後、

北辺に平行して幅0。 9m・ 深さ0。 3mの中世の遺物を含む流路に切られてい

る。

S D05よ り南狽1は砂礫層の堆積が南へ約30m続 く。砂礫層上面より古墳

時代の須恵器片が出上しており、この砂礫層は古墳時代以前の堆積と考え

られる。

上記の砂礫層の南側には S X05が検出された。深さ0。 4mのす り鉢状の

落ち込みで、遺構内より弥生土器片が出土した。遺物より弥生時代後期の

遺構と考えられる。この南側ではピットが 2ヵ 所検出された。時期・性格

は不明である。

S D06と S X07は 、ともに深さ0.05mの程度の浅い濤と落ち込みである。

堆積土は両者同様に砂であった。一様に出土遺物はなく、時期、性格は不

明である。

S D07は 、幅1.2m・ 深さ0。 lmの東西方向の溝である。

S D08は 、幅1.8m・ 深さ0.3mの S D07と平行して検出された濤である。

S D09は 、幅1.3～ 2.4m・ 深さ0。 lmの濤である。

方向や規模等からS D07・ 08・ 09はそう時期差のない時期に流路を変え

て流れた濤と考えられる。少量の出土遺物から弥生時代終末から古墳時代

初めの頃と考えられる。

S D10・ 11は当初弧を描いて流れる濤と考えていたが、調査の結果、堆

積が大きく2度に分けられ、半円形に検出される落ち込み状の遺構となっ

た。特に遺物の出土はなく、時期は不明である。

S D12は 、幅0.8m・ 深さ0,3mの溝である。

S D13は 、幅0。 7m。 深さ0.4mの濤である。 S D12。 13は少量の出土遺

物である土師器片から古墳時代初め頃のものと考えられる。
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3 押部遺跡

轡

花

＼

メ
南半 ! ・    `,m

-71-

fig 3-6.3ト レンチ実測図



B区     滞 3条、落ち込み状遺構、ピット等が検出された。
S D01は 、幅1.lm。 深さ0.8mの南西方向の滞で、断面はV字形である。

18mの長さにわたって検出された。出土遺物は少量であった。最上層から

須恵器杯蓋、中層からは土師器高郭、甕片等と滑石製双孔円板が出上した。

S D01は、 トレンチ中央部で幅 5m・ 深さ0。 8mの弧状をした大きな流
路 (S X03)で切られている。この流路内より古墳時代土師器甕、高杯とと

もに奈良時代須恵器杯等が出土した。 S X03は奈良時代以降に埋まったも

のと思われる。

トレンチ東端には、深さ0.3mの 中世の土師器・須恵器を少量含む落ち

込み (S X02)がある。この南側あたりから、段丘が一段下がるようである。

トレンチ西辺では、幅1.8～

0.6m・ 深さ0.lmの滞 (S D03)

と、深さ0.4mで半円形に検出

された落ち込み状遺構 (S X01)

がある。

S D03は 、出土遺物が無 く時

期は不明である。 S X01は 、少

量の遺物から古墳時代のものと

考えられる。

この他にトレンチ南辺で SD
02が検出された。南流する濤で、

幅0.5～ 1.2m。 深さ0。 3mであ

る。遺構内より中世の上師器、

須恵器が出上した。
ig 3-7.B区 全景

B区平面図fig 3-8.
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C区

4ト レンチ

fig 3-9,
C。 4区全景

3 押部遺跡

B区は調査終了時、北辺に断ち割りを行なった。その結果、 B区東半は

遺構検出面は地山であるが、西へ地山面は除々に下がって行く。断ち割 り

は幅 lm程度であったが、土坑、濤が検出された。少量ながら、遺構内よ

り弥生土器が出土した。

濤 3条 とピットが検出された。

S D01は 、南西方向の溝である。幅1.lm・深さ0.8mで、断面形はV字形で

ある。隣接する 2・ 4ト レンチでも検出されている。約32m検出された。

濤内より古墳時代土師器・壺・甕・高不が出上した。この濤は方向と断面

形状から、 4ト レンチの西隣 B区に連続するものと考えられる。

S D02は 幅1.4m・ 深さ0。 2mの滞である。やや弧を描きながら南流する。

濤内より古墳時代土師器甕片が出上した。

S D03は幅 7m・ 深さ1.4mの流路状遺構である。上・中 。下の 3層 に

大別することができる。上層は古墳時代初め頃の遺物が出上した。中層は

砂泥層で弥生時代後期の遺物を含み、下層は砂層でほとんど遺物は検出さ

れなかった。また、この流路の西側の肩は4ト レンチ内で確認された。砂

層の堆積状況から自然の流路ではないかと考えられる。

幅 lm・ 長さ120mの南北に長いトレンチで C・ D区 に近接する。 C区

でも述べたように北端で弥生時代の自然流路 S D03、 古墳時代前期の濤 S

D01が連続して検出された。 S D03と S D01の 間では、古墳時代前期の落

ち込み状遺構が検出された。

SD01か ら南へ約50mは 3ト レンチと同様に中世の薄い遺物包含層の

下に砂礫層の堆積があり、断ち割りによっても遺構、遺物は検出されなかっ

た。砂礫層の終わるD区西側あたりから、弥生時代のピットや落ち込み状

遺構が検出された。
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D区

五g.3-10.

DttS B01

中世の濤 5条と古墳時代落ち込み状遺構、弥生時代の竪穴住居が検出さ

れた。

中世の濤は、幅・深さともにほぼ同じ規模で、幅0,3m。 深さ0,05mで

あった。いずれの濤も南流していたと考えられる。埋土もほぼ同質で、出

土遺物も土師器、須恵器片が出土している。中世の水田にかかわる水路で

はないかと考えられる。

住居址は、西辺部の一部を調査することができなかったが、中央に炉が

存在する一辺6.4mの隅円方形住居である。住居址内より董 。斐・高杯 `

鉢などの上器が多く出上した。同壁濤はなく、南・北辺と東辺の一部に地

山を削り粘質上を貼ったベッド状遺構が検出された。東辺のベッド状遺構

上で、甕片が東辺の壁に接して出上している。

床面からは完形の鉢・高ネ片・甕片が出土し、直径0。 2mの 5ヵ 所のピッ

トが検出された。 4ヵ 所の柱穴の組合わせは容易に支柱穴である.と判断さ

れる力ヽ 他の lヵ所は非常に浅くその性格は不明である。

H33-11.D区 平面図
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3 押部遺跡

1～82ト レンチSK01
9～17 DttSB01

18～20 BttSD01

2
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fig 3-12.遺 物実測図



E区

住居址中央に穴を掘った後、住居址床面に粘質土を敷 くと同時に、穴の

周囲に粘質土を盛 りあげて造った中央炉を設けている。中央炉の断ち割り

から一回のつくりなおしがあったようである。

住居l■南側で検出された S X01は 、古墳時代前期の土師器壺・甕・高杯

が出上した。

3ト レンチ南端東側に位置する調査区である。段丘端で包含層からの遺

物出土量は少なかった。古墳時代の浅い落ち込み状遺構が検出された。

D区のすぐ南側段丘の末端部で、中世の遺物包含層がわずかに残存して

いたが、遺構を検出することはできなかった。

遺物は、弥生時代から中世までのものが出上した。また、遺構も弥生時

代から中世の時期までのもの力`検出された。また南北に長い 3・ 4ト レン

チを調査することによって、北側高位には安定した段丘があり、南側低位

には、二次的な堆積と思われる不安定な礫層が存在することがわかった。

弥生時代後期の押部遺跡は、D区の住居址・ C区の S D03・ B区の下層

遺構 。4ト レンチの落ち込み状遺構などから、段丘の全体に生活の痕跡を

残 しており、弥生時代の遺構の拡がりが確認された。

また 2・ C・ 4ト レンチで検出された自然流路から出上した遺物には、

弥生時代中期に胡る可能性のある壺の口縁がある。

古墳時代の初め頃には、 2・ C・ 4・ B区にかけて検出された S D01が

掘削される。検出された部分から推測すると、溝の総延長は約70mに およ

ぶと考えられる。また、 2ト レンチ中央部の高まりには S B01、 S K01が

存在する。この高まりを中心に 5世紀中頃の集落の存在が考えられる。こ

のことは、 S D01に よってあたかも段丘の高位と低位の土地を分害Jし、ま

た高位にあった集落の内外を区画するような機能をもったものとして、 S

D01は掘削されたものと推定される。

奈良時代には、前年度の調査成果があるように、円面硯の出土等から付

近に当時の役所もしくは、寺院のようなものの存在が予想される。

中世には濤状遺構や何度にも渡る盛土層が形成される。今年度調査対象

地が、生産の場として利用され、水路の掘削や田国の拡張が行われたので

はないだろうか。そして中世の集落は、現在の集落のあるあたりに営まれ

たのであろう。

以上のように、弥生時代から中世に至るまで、営々と生活した人々の生

活があとづけられたことは、意義深くかつ重要である。

F区

3.ま とめ
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1.は じめに

fig 4-1.

調査地位置図

4 栃木遺跡

4.栃木遺跡

これまで、栃木地区土地改良事業 (回場整備)に伴う、埋蔵文化財の調

査を、工事施工上保存の困難と考えられる排水路敷・パイプライン敷に限

定して実施してきた。昭和62年度工事予定区域について、埋蔵文化財の確

認調査を実施した結果、ほぼ全域において遺物包含層が確認され、中世の

遺構も確認することができた。そこで、関係機関と協議の結果、遺跡範囲

内の園場面にかかわる切上部分については、盛上の措置がとられることに

なった。しかし、排水路敷・パイプライン敷の一部が工事の影響を受ける

ため、その部分について発掘調査を実施することになった。そして、その

他の部分については地下に保存されることになった。

調査の対象になったのは、第14号支線排水路 〔1ト レンチ〕 。第15号支

線道路 (パイプライン)の一部 〔2ト レンチ〕 。第15号支線排水路の一部

〔3ト レンチ〕・第16支線道路 (パイプラインと一部道路部分の切土)

〔4ト レンチ〕・地蔵下地区であり、真谷回。赤田井・勝負谷地区につい

ては、確認調査を実施した。以下、各トレンチ名で呼び、そのトレンチ内

で各国場ごとにa～ cな どの略称を用いることにする。

え℃

ド

Ｆ

＝

ヤ

第4ト レンチ

H ＼ ＼ミ

斗捌 ゝ
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S K02 ig 4-4.1ト
レンチ遺構集中部

巨g4-3 1ト レンチ全景

lr・ 1織〔

fig 4-2.

1ト レンチ平面図

軒

注辞
fig 4-5,  S K02
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1ト レンチ

a区

b区

遺物

2ト レンチ

3ト レンチ

4ト レンチ

a区

b区

4 栃木遺跡

段丘上の比較的緩い傾斜面に位置するトレンチである。

a区は、床上の下に遺物包含層が認められ、その遺物包含層には弥生時代

から中世に至るまでの上器が含まれていた。遺構にはピット・土坑 。濤状

遺構などが検出された。ピット・濤状遺構からは、弥生土器と思われる土

器片が出土しているが、土坑内 (S K01)か らは中世の須恵器片が出土して

いる。また、土坑 (S K02)は長さ4.8m・ 幅1,7mの もので土坑中には炭

が詰まっており、若千壁面の赤変も認められ、火を受けていることが確認

された。このような土坑は明石川 。伊川・櫨谷川流域で多数確認されてい

る。遺物 (土師器・須恵器)がわずかながら出土しており、鎌倉時代頃の

ものと推定される。

b区では、後世の削平が著しく、耕土直下に地山面 (責色粘土層)と なり

遺構・遺物は全く確認することができなかった。

出上した土器には、弥生土器・土師器・須恵器等がある。弥生土器が量

的には最も多いがその遺存】犬態は悪く、中期後半から後期にかけてのもの

と考えられる。中世の上坑については、いずれも鎌倉時代ころのものと考

えられる。

爪 w
fig 4-6.1ト レンチ出土遺物実測図

l SD07

2 SD01

3 SK03

谷の入日付近にあたる部分は、試掘で遺構が確認されていることから、

遺構の検出される可能性の高い トレンチと考えられたが、ピットを lヵ 所

確認しただけであった。

遺物包含層からは、鎌倉時代頃の須恵器などがみられる。

2ト レンチ近い調査区であり、層序は基本的に同様である。遺構は、ピッ

トが lヵ 所確認された。遺物は中世のもののみが出土している。

基本層序は 2。 3ト レンチと同様である。

a区は、湧水が激しく、遺構は確認されなかった。

b区は a区に比べ遺構面は非常に安定した黄色粘土層で、ピット7ヵ 所

と滞が 1条確認された。濤には、粗砂の堆積が認められ、若千の上師器片

が出上している。時期については、明確にすることはできないが、中世頃

の遺構と考えられる。
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地蔵下地区

遺物

確認調査

基本的な層序は、旧固場面に50～90釦の盛上が行われており、その下に

床土・遺物包含層の堆積が見られる (西端については、近年、削平を受け

盛土直下が遺構面になっている)。

遺構は、ピット・滞状遺構・土坑などが検出された。土坑 (S K01)・ 濤

状遺構 (S D02)か らは、比較的まとまった状況で弥生土器が出上した。

土坑 (S K02)か らは弥生土器とともにサヌカイト片 (石鏃を 1点含む)

が多量に出土し、この上坑周辺からもサヌカイト片が多く出上している。

溝状遺構 (S D01)は、最大幅4.7mで、削平を受けているが、現深度は0.5m

である。

遺物は、遺物包含層・遺構内から多量に出土しており、須恵器が 1点出

土した以外は、すべて弥生時代の遺物である。土器の遺存状態は良くない

が、弥生時代中期後半 (畿内第Ⅳ様式)の ものと判断される。

真谷回地区で瓦片や土師質小皿等を含む遺物包含層を確認した他は、遺

構、遺物は確認されなかった。

《
4

l SD02   4 SK01
2 SD02   5包含眉
3包含層  6 SD02fig 4-7.地 蔵下地区出土遺物実測図
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fig 4-8.

調査地位置図

3.ま とめ

＼

‖  ｀

今回の試掘調査によって長谷地区へも弥生時代の遺跡が広がることが確

認され、 トレンチ調査によって遺構も確認される結果となった。この弥生

時代の遺跡は、谷口地区において確認されている時期 (中期後半)と ほぼ

同じ時期のものであり、一連の遺跡であるならば、この遺跡の広がりは櫨

谷川に沿う形で相当な面積になることが考えられる。この時期には、周辺

の丘陵上には高地性集落である西神ニュータウン第65地点遺跡や如意寺裏

山遺跡などが存在しており、これらの集落との関連が窺われる。また、櫨谷

川沿いの弥生時代の集落の展開を考える上においても、極めて重要なもの

と考えられる。

地蔵下地区で確認された弥生時代の遺構は、この付近に弥生時代の集落

の存在を明らかにするものとして大変重要である。調査面積が狭小であっ

たにもかかわらず多数の遺構が確認されていることから、今回は確認され

なかったものの付近に住居址などの存在を予想することが可能である。こ

の弥生時代の集落は、櫨谷川に沿うような形で、櫨谷川の氾濫を受けない

段丘上に広がっていたものと考えられる。

＼
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地蔵下地区部分fig 4-9.地 蔵下地区平面図



5 鍋谷池遺跡

経塚の可能性がある隆

行った結果、鍋谷池と

平安時代の上坑等が確

く出土した地点、約

なべたにいけ

5。 鍋谷池遺跡

制
鈎
貯
　
膨
　
辮
蝉
帥
功

鵬
と。昭，瑚
　
朧
蜘
柘
劾
噺

1.は じめに

fig_5-1.

調査地位置図

fig 5-2.

調査地遠景

i議なく
＼

　

鍋

律
池
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ig 5-3.調 査区平面図

2.調査の概要  丘陵頂部から東側斜面にかけての調査対象地で、土坑及び地山整形遺構

S K01

等を検出した。

尾根筋上に位置する。長軸3.6m・ 短軸2.2mの楕円形土坑で、深さ1.2m

で、断面形は逆台形である。炭、焼土を含み、堆積状況から複数回の使用

が考えられる。

尾根筋上の若千鞍部になる部分に位置するが、西側は崩落してすでに失

われている。南北4.5m・ 深さ25cmの断面箱形の上坑である。赤褐色の埋

土中には、炭、焼土を多く含んでいた。

長軸約 3m・ 短軸約 lmの不整形土坑である。深さ60cmで、埋上下層か

ら、炭と共に弥生時代中期後半の上器片が、また最上層からは、長さ約

7.5cm、 幅約4.5cmのサヌカイト製刃器が出上している。

S K02

S K03

ag 5-4.S K03平 面図
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S K04

S K07

S K08

S K12

fig 5-5.
S K12平面・断面図

S X01

S X02

3.ま とめ

5 鍋谷池遺跡

長軸約 4m・ 短軸約 2mの不整形土坑である。下層に炭、焼上を含んで

いた。

S X02に 隣接する不整形土坑である。東半は流失していたが、黄褐色粘

性砂質土を基本とする埋土中に、炭、焼上を多量に含んでいた。

調査区南端に位置し、 S X02に隣接 している。径0。 9m・ 深さ15餌の円

形土坑で、断面は浅い逆台形である。最下層の斜面上方側に、炭を顕者に

含む。

傾斜がきつくなる斜面に位置する、長軸1.6m・ 短軸 lmの不整形土坑

である。上面にまとまった焼土塊を検出した。

長軸約 8m・ 短軸約 3mの長方形で、斜面をL字形に削平した地山整形

遺構である。底は平坦面であるが、柱穴、周壁濤等は検出されていない。

埋土中に炭を含んでいた。また、弥生時代中期後半の土器と共に前期後半

の壷片が出上している。

半月 (円)形に地山を掘 り込んだ地山整形遺構である。長軸は、6,2mで、

S X01同様、柱穴・周壁濤等は検出されなかった。遺物は、埋土中から土

器片が 1片出上したにとどまる。

今回の調査では、焼土坑及び地山整形遺構等が検出された。調査区北半

と東南端斜面は傾斜が急峻になり、遺構は存在しない。

焼土坑の用途は不明である。 S K01・ 03・ 04、 については最高所に近い

位置にあり、 S K12を例とする斜面に立地する焼土坑とは、使用目的が異

なると思われる。

Ｅ

Ｏ
い

ド

ｏ
一
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地山整形遺構はいずれも柱穴、周壁滞等が検出されず、住居址である可

能
J陛は低い。

また、遺構の多 くは土器が伴わず、時期を明確にすることはできなかっ

た。遺物は、おもに流土中から出土しており、弥生土器・須恵器・石器が

ある。遺物の大半を占める弥生土器は、遺存状態が悪いが、壼の日縁形態

や櫛描文、凹線文などの施文から、その時期は弥生時代中期後半と思われ

る。 S K03出上の上器も当該期のものと考えられ、他の遺構のいくつかも

同時期と推定できる。須恵器は、調査区南半に集中して出上し、杯片、壺

片などがみられ、時期は奈良時代以降と考えられる。今回の調査では明確

な遺構を検出しえなかったが、その存在が想定される。石器は、前述の S

K03出土のサヌカイト製刃器 1点にとどまる。

今後の調査により、遺跡の全体像が明確になっていく過程で、遺構・遺

物の位置づけや、遺構の配置関係などが明瞭になると思われる。

⇔

Ａ
出
悧
円
期

0                  5cm

＼墓 =守
/Ю

ig_5-6.出 土遺物実測図
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I.は じめに

6 出合遺跡

6.出 合遺跡

出合遺跡は,住宅都市整備公国の宅地造成工事に伴い、昭和52～ 57年度

にかけて発掘調査が行われ、古墳時代から鎌倉時代の複合遺跡であること

が確認されていた。

明石 。国包線建設予定地は,前述の調査範囲に隣接 しており、昭和60年

度に試掘調査を実施したところ、弥生時代から中世にかけての遺跡の存在

が明らかとなり、昭和61年度に、

路線北端の一部を除き、延長150m

分、約2400ポの調査をおこなった。

その結果、弥生時代後期～中世に

かけての遺構面 3面が検出され、

さらに下層に弥生時代の遺構面が

確認された。

今回の調査は、昭和61年度で未

調査の遺構面の精査と、さらに下

層の遺跡の有無を確認する目的の

調査 (第 2次調査)と 、路線北端

部分の調査 (第 3次調査)を実施

した。

睦
絨 ・

.■,|

す||

i

■

fig 6-2.

調査地全景

缶g6-1.調 査地位置図
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Ⅱ.第 2次調査

1.調査の概要

周溝 1

周溝 2

建物 1

河道 1

河道 2

河遭 3

2.ま とめ

調査は、調査区全域にひろがる暗灰褐色粘性砂質土を除去し、淡黄褐色

粘性砂質上の上面において周濤状遺構 2カ所・建物 1棟・河道 3条を検出

した。

調査地東部の北辺で検出したほぼ半円形に巡る周滞である。幅0.8m～

1.Om・ 深さ0.3m～ 0,4mで断面形がV字状である。周濤底では炭化物が

多くみられ、周滞の北東部は鉢形土器など多数の上器が出上した。検出し

た周溝から復元される円形周滞の、ほぼ中央で木棺墓を検出した。木棺墓

の主軸は、北25°東である。木棺墓の墓坑は、東西3.5m。 南北1.2m以上、

深さ0。 3mの長方形土坑である。木棺は長さ2.3m・ 幅0,9m。 高さ25cm以

上の箱形木棺である。墓坑内には、木棺の北東側小日に接して鉢形土器 3

個体が埋率内されていた。

調査地東辺で検出した一辺6.4mの規模の方形周溝である。濤は、幅1.lm

～1.4m・ 深さ0.25m前後で、断面形が U宇状である。周滞の東コーナで

弥生時代後期の甕形土器、器台形土器片が集中して出土した。埋葬施設は

検出されなかった。

調査地中央東よりで検出した 4間 × 1間 の掘立柱建物である。桁行

1.5m。 梁間 3mを計測する。柱掘形は径30cm前後の円形である。掘形内

からは土師器細片が出土した。

幅4.2m・ 深さ0.5mで調査地中央を南北に流れる。埋土内より弥生時代

後期の上器片が出上した。なお、河底には炭化物の堆積がみられた。

西岸を河道 1に切られる河道で、幅5.2m・ 深さ0.8mの規模である。埋

土内より弥生時代中期後半の壺形土器などが出土した。

調査地中央西より、南北に流れる自然河道である。およそ 2度にわたっ

て堆積をくりかえし、流路の幅を狭めている。現在、確認できる河道の最

大幅は9,Om・ 深さ1.Om以 上である。最終埋没時の河道の規模は、幅

5。 5m。 深さ0.6mである。いずれの河道内からも、遺物は出土しなかった。

今回の調査では、第 1次調査で検出した滞によって削平された周滞 2カ

所を検出した。この点から、第 1次調査での、土堤状の高まりで検出した

土器群は、周濤墓に伴う供献土器の性格を持つと考えられる。このことに

よって、調査地周辺は弥生時代後期には、墓域として用いられたと考えら

れ、その範囲の確認が今後の課題となるであろう。
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6 出合遺跡

fig 6-3.

上層遺構平面図

fig_6-4.周溝 1平面図

fig 6-5.周 溝 1

ig 6-6.建物 ユ
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fig.6-8.周溝 2平面図

ig.6-9.周溝 2

o             10m

ag.6-7.

下層遺構平面図
h倉.6-10.周溝 2土器出土状況
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6.出合遺跡

Ⅲ.第 3次調査

1.調査の概要  調査地は、第 1次 。第 2次調査区の北隣であり、調査グリッドの設定は、
遺構等が前回の調査部分と図上復元ができる様にするため、調査センター

ラインを同一とした。したがって、地区害J等の呼称は、前回の調査に準じ

ている。

第 1次 。第 2次調査区の北端から約 2mほ どで旧地形は急激に北へ下が
り、青灰色粘土層が堆積している。また、現況の地形を見ても、現在の明

石川に沿って帯状に低くなっていることから、明石川の氾濫による河道跡

であると推定されるものである。この青灰色粘土層の断ち割りを行ったと

ころ、この層は北端では約0。 4m、 南端では1,lmの厚さで堆積しており、

その直下は、激しい湧水を伴う青灰色砂礫層となっている。

なお、青灰色粘土層からは、近世～現代の陶磁器、瓦の細片、貨幣 (寛

永通宝)等が出上している。

fig 6-11.

第 1遺構面

第 1遺構面

第 2遺構面

S D 201

昭和61年度調査区北端から、北へ約 4mについては、昨年度と同様の上
層 (遺構面)が確認された。

昨年度、中世の濤状遺構等を確認した黄褐色粘質土層で精査を行ったが、

遺構は確認できなかった。

濤状遺構 3条、ピット4ヵ 所を検出した。

長さ約2.4m・ 幅約0.3m・ 深さ約0,lm程度で、北端は河道により削 り

取られている。埋土からは、須恵器、土師器の細片が出土している。前年

度調査の S D15に対応する。

長さ約1.3m・ 幅約0。 3m。 深さ約0。 lmで、北端は浅 くなり完結 してい

る。埋土からは、須恵器、土師器の細片が出上している。前年度調査の S

D14に対応する。

S D202
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ig_6-12.第 2遺構面平面図

tig 6-13.第 3遺構面平面図

fig.6 --14. 第 4遺構面平面図
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6 出合遺跡

fig 6 --15。

第 2遺構面

fig 6 --16.

第 3遺構面

fig 6-17.

第 4遺構面
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S D203

土器群

第 3遺構面

S D 301

S D302

第 4遺構面

S D401

S D402

2.ま とめ

長さ約2.8m・ 幅約0.3m・ 深さ

約0.05mで 、くの字形にまがって

いる。上面および北端は河道によ

り削られている。

第 2遺構面を精査中に、弥生時

代末期の鉢形土器 3個体が出上し

た。周辺の精査を行ったが、遺構

は確認できなかった。        ・1と υ
~・
O。 上碑 IF・

濤状遺構 2条・ピットlヵ 所を確認した。

長さ約3.2m・ 幅約 2m。 深さは約0.5mの V字形に切 り込まれた滞であ

る。埋土からは、弥生時代の上器が出上している。昨年度調査の S D 303

に対応する。

最大残存長約1.4m・ 幅約1.2m・ 深さ約0.3mで二段に下がっている。

埋土からは、弥生時代末の上器が出土 している。昨年度調査の S D306に

対応すると考えられる。

第 3遺構面で検出した濤状遺構は、第 4遣構面では、ほぼ同位置で幅が

広 くなり、深くなる。このことから、第 4～第 3遺構面の時代は連続して

おり、漸位的な堆積により、各遺構が埋没していったものと考えられる。

長さ約3.2m・ 幅 6m以上・深さは約0,8mの規模で二段に下がってい

る。濤の東端は確認されたが、西端は確認されなかった。埋土からは、弥

生時代後期の上器が出土している。

最大残存長1.8m。 幅1.8m以上・深さは約0,4mである。埋土からは、

弥生時代後期の土器が出土している。

l SD201

2・ 3土器群

fig 6-18.土器群

を
0                                      20cm

fig 6-19.遺物実測図

調査区の大半が、近世から現代にかけての明石川の氾濫によって、遺跡

が削り取られている事が確認された。川の氾濫の影響を免れた部分につい

ては、昨年度の調査と同様に弥生時代後期から中世にいたる4面の遺構面

が確認され、各遺構面には、ピット・溝状遺構等が検出された。なおこれ

らの遺構の大半は、第 1次調査で確認されたものと、ほI餅寸応 している。
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1.`よ じめに

fig 7-2.

調査地位置図

7 上池遺跡 第 2次調査

7,上 池遺跡 ―第 2次調査 ―

神戸市西区玉津町上池は、伊川が明石川に合流する北側の沖積地に位置

している。周辺には、弥生時代前期から室町時代の複合遺跡である新方遺

跡や、弥生時代後期から鎌倉時代の複合遺跡である吉田南遺跡などが知ら

れており、市内でも有数の遺跡の集中する地域である。そこで、事業予定

地内にも遺跡の広がることが予想されたため、昭和60年度に 2度の試掘調

査を実施した。その結果、平安時代の遺物包含層が、事業予定地内のほぼ

全域に広がることが判明し、昭

和61年度に一部発掘調査を実施

することとなった。調査面積は

わずかではあったが、多くの成

果を得ることができ、上池遣跡

がたいへん重要な遺跡であるこ

とを明らかにできた。

今年度は、昭和61年度に調査

を実施することの不可能であっ

た地区について、発掘調査を実

施した。
fig 7-1.調 査区配置図
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2.調査の概要

基本層序

第 1調査区

fig 7-3.

第 1調査区平面図

fig 7-4

自然河道

調査地区が、昭和61年度同様 2ヵ 所に分かれるため、北側を第 1調査区、

南側を第 2調査区と呼称することにする。

第 1調査区、第 2調査区ともに第 1層・現代の盛土及び攪乱、第 2層・

旧耕上、第 3層・床土、第 4層・黒灰色粘質土 (遺物包含層)と なり、第

5層の上面が遺構面となっている。

ピット2ヵ 所と自然河道 1条が確認された。

自然河道は、第 4層の黒灰色粘質土 (遺物包含層)を切 り込むものが、

この河道の最も古い堆積であり、調査地区内の最新の堆積土層内からは、

13世紀頃の鉢の底部が出上している。最古の河道堆積土層内からは、平安

時代後半の遺物が多数出上しており、この河道の埋没時期を示す資料と考

えられる。また、最新の堆積土層下部に杭列が確認され、何らかの護岸工

事が鎌倉時代に施されたものと考えられる。

O□
9⑤

°
○
°°0  0

_ O。  ◎  3
自然河適

登

'|こ

-96-



第 2調査区

fig 7-5.

第2調査区平面図①

fig 7-6.

第 2調査区全景

7 上池遺跡 第 2次調査

遺構は、濤・ピットなどが確認された。

溝は 3条確認されたが、 S D02・ 03は S D04が埋没する最終段階に形成

されたもので、 S D02の西側の肩とS D03の東の肩がそれぞれ S D04の肩

にほぼ一致している。また、前年度確認された S D01がこの濤に取りつ く

ことが判明したが、 S D03に伴うものであると考えられる。時期は、 SD

02～ 04と もに平安時代後半の遺物が出上しており、短期間の内に埋没した

ものと考えられる。

S D04を完掘した段階でピットを4ヵ 所を確認することができたが、そ

の性格については明らかにすることはできなかった。
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ng 7-7.

第2調査区平面図②

fig 7-8. S D04

3.ま とめ

7.上池遺跡―第 2次調査―

今回の調査地区は、前年度の調査地区に隣接するところであり、前年度

に引き続く遺構の存在が予想されていた。

第 1調査区は、河道によって遺構面が削られていたため、顕考な遺構は

確認されなかったが、この河道からは多量の平安時代後期の遺物が出上し

ており、上池遺跡の存続期間を考えていく上で重要なものである。

第 2調査区についても、 3条の濤は平安時代後期のものと考えられ、前

年度の調査で時期の不明確であった S D01も平安時代後期のものである可

能性が高いものとなった。

今回の調査においては平安時代後期の遺構を主として検出することがで

き、前年度の調査とも合わせて、上池遺跡が平安時代全般に及ぶ遺跡であ

ることが明らかになった。
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1.`よ じめに

2.調査の概要

ig 8-1.

調査地位置図

8 新方追跡―高ナギ地区 第 2次調査一

8。 新方遺跡  ―高ナギ地区 第 2次調査 ―

新方遺跡は、これまで大日地点、東方地点をはじめ数次にわたる発掘調

査が行われ、東西約 2 km。 南北約1.5kmの広い範囲に遺構、遺物が分布 し

ていることがわかっている。

高ナギ地点の調査は、昭和59年度に宅地造成工事に伴い発掘調査が行わ

れ、弥生時代中期から古墳時代、平安時代末から鎌倉時代の住居址などの

遺構が検出されている。今回の調査も宅地工事に伴うもので、前回の第 1

次調査地の北側に隣接 している。

調査は、今回の宅地工事により遺跡が破損される道路予定部分について

のみ実施した。このため、調査地は幅約4.5mの L字形となっている。

今回の調査では、 3面の遺構面が検出された。第 1次調査においては、

4面検出されている。このうち弥生時代後期から古墳時代前期の遺構面は、

今回遺物包含層が東西 トレンチの東半部で確認されたが、遺構面としては

確認できなかった。

第 I遺構面は平安時代末から鎌倉時代、第Ⅱ遺構面は、遺物の出上が極

めて少なく確定しがたいが、古墳時代と考えられる。第Ш遺構面は弥生時

代中期後半である。

I1//′
 ‖  // 11
/     /   ノ′
     /  /

應

兵庫ヤク千イ販発ぐラ
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第 I遺構面

S D01

S D02

ビット

fig 8-2

第 I遺構面平面図

第 I遺構面

畦畔状遺構

現地表下約 0。 7mで、平安時代末から鎌倉時代の遺構面が検出された。

この遺構面で検出された遺構は、濤 2条・ピット (柱穴)31ヵ 所である。

調査地の南端で検出された幅1.8m以上・深さ約0。 2mの東西方向の滞で

ある。滞内からは、土師器の細片が出土した。

S D01に切られている幅40cm・ 深さ10cmの濤で、埋土中からは土師器の

細片が出土している。

ピットは、調査地の西半部に検出され、東西 トレンチの東半には存在し

なかった。31ヵ 所のピットのほとんどは、掘立柱建物の柱穴であり柱根を

残すものもあった。しかし、建物址の規模、形状については明確にできな

かった。

―

―

fig 8-3. 第 1還碑 回

第二遺構面の直下において検出される畦畔状遺構が存在する面である。

この畦畔状遺構は、南北 トレンチの中程の部分においてだけ検出された。

第 I遺構面である灰色細砂層に暗灰掲色砂質粘上が帯状に検出され、灰

色細砂層を除去すると、畦状の高まりとして現れる。この畦畔状遺構は幅

約 lm。 高さ約0.2mの南北方向のものと、幅約0,5m・ 高さ約0.lmの東

西方向のものが直交するかたちで検出された。南北方向の畦の東側には幅

0.6m。 深さ0.lmの滞が伴っている。この南北の大きい畦を境に東と西の

8-3.第 I遺構面
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fig 8-4.

第Ⅱ遺構面平面図

第Ⅲ遺構面

S B01

8 新方造跡一高ナギ地区 第 2次訓査一

面は約0.lmの高低差がある。また、大きい畦畔には、水口かと思われる

幅約0.6m・ 畦上面より0.lmの深さで畦が切れる部分がある。

第 1次調査で、同様の畦畔状遺構および水田l■が検出されており、今回

の畦畔状遺構も水田址の一部と考えられる。

第Ⅱ遺構面上に堆積していた灰色細砂層からは、 6世紀代の須恵器不な

どの須恵器片、土師器片が少量出土しただけである。このため、時期の限

定は難しいが、おそらく古墳時代 (6世紀)ではなかろうかと思われる。

濁黄青灰色粘土層が基盤となる遺構面で、直上の暗黄青灰色粘質土層に

は弥生時代中期の上器が包含されている。この追構面で検出された遺構は、

竪穴住居 1棟・繕 5条・土坑 2基・ピット2ヵ 所である。

南北 トレンチで検出した竪穴住居で、その大部分は調査地外にある。

推定直径6.4m。 検出面からの深さ0.5mの円形の竪穴住居で、北束部に

幅0.8m。 長さ1.2m以上の方形と推定される張出部を設けている。この住

居址の床面には炭化した建築材と思われる木材が遺存しており、床面およ

び壁面の一部には炭層が堆積していた。このことは、当住居l■が焼失住居

であることを示している。

ag 8-5.畦畔状遺構
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fig 8-6.

第Ⅲ遺構面平面図

fig 8-8.S B01平面図

ag 8-7.第 Ⅲ遺構面

fig 8-9。 S B01
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